
注
解
『
七
十
一
番
職
人
歌
合
』
稿
（
一
）

下
　
　
　
房

俊

　
　
　
　
　
凡
　
　
　
　
例

一
、
本
稿
に
は
、
『
七
十
一
番
職
人
歌
合
』
の
中
、
序
文
か
ら
第
三
番
ま
で
の
注
解
を
収
め
た
。

一
、
最
初
に
序
文
の
R
本
文
】
お
よ
び
丙
語
注
』
を
置
き
、
以
下
各
番
ご
と
に
、
丙
職
人
尽
】
『
七
十
一
番
職
人
歌
合
』
以
外
の
各
種
の
職

人
歌
合
、
お
よ
び
そ
れ
に
準
ず
る
資
料
、
丙
本
文
】
『
七
十
一
番
職
人
歌
合
』
の
本
文
（
翻
刻
）
お
よ
び
絵
（
写
真
）
、
丙
語
注
畠
本
文
の

語
注
、
門
絵
】
絵
の
略
解
、
門
参
考
蟹
そ
れ
ぞ
れ
の
職
人
に
関
す
る
同
時
代
（
十
五
・
六
世
紀
前
後
）
の
各
種
の
資
料
を
挙
げ
た
。

一
、
丙
職
人
尽
】
に
つ
い
て
、
’

　
ω
　
前
半
に
、
『
七
十
一
番
職
人
歌
合
』
以
前
の
職
人
歌
合
、
す
な
わ
ち
『
東
北
院
職
人
歌
合
』
（
五
番
本
・
十
二
番
本
）
、
『
鶴
岡
放

　
　
生
会
職
人
歌
合
』
、
『
三
十
二
番
職
人
歌
合
』
、
お
よ
び
飛
鳥
井
雅
康
の
『
職
人
歌
』
か
ら
、
該
当
の
箇
所
を
引
い
た
。

　
②
　
こ
の
う
ち
、
前
三
者
に
つ
い
て
は
、
『
新
修
目
本
絵
巻
物
全
集
2
8
』
（
昭
和
五
十
四
年
、
角
川
書
店
）
所
収
の
、
森
暢
氏
に
よ
る

　
　
翻
刻
、
後
一
者
に
つ
い
て
は
、
岩
崎
佳
枝
氏
の
「
『
職
人
歌
合
』
と
飛
鳥
井
雅
康
」
（
「
文
学
。
語
学
」
一
〇
六
号
、
昭
和
六
十
年
ゾ

　
　
所
収
の
翻
刻
に
よ
り
、
私
に
旬
読
点
を
施
し
た
。

　
③
　
後
半
に
、
『
七
十
一
番
職
人
歌
合
』
以
降
、
幕
末
ま
で
に
お
け
る
職
人
歌
合
や
そ
れ
に
準
ず
る
資
料
か
ら
、
該
当
の
箇
所
を
引

　
　
い
て
、
活
字
を
落
と
し
て
挙
げ
た
。

　
ω
　
こ
れ
ら
の
資
料
は
、
主
と
し
て
、
『
目
本
庶
民
生
活
吏
料
集
成
3
0
』
別
冊
（
昭
和
五
十
七
年
、
三
一
書
房
）
所
収
の
町
田
和
也

　
注
解
『
七
十
一
番
職
人
歌
合
」
稿
（
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七



下
　
　
房
　
　
俊
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
八

　
氏
他
の
翻
刻
、
お
よ
び
、
狂
歌
大
観
刊
行
会
に
よ
る
『
狂
歌
大
観
』
本
篇
（
昭
和
五
十
八
年
、
明
治
書
院
）
の
翻
刻
に
よ
り
、
私

　
に
用
字
法
を
変
え
、
句
読
点
や
括
孤
を
施
し
た
。

胃
本
文
畠
に
つ
い
て
、

ω
　
底
本
に
は
、
東
京
国
立
博
物
館
蔵
本
（
東
博
本
）
を
用
い
た
。
た
だ
し
、
東
博
本
に
な
い
序
文
に
つ
い
て
は
、
前
田
育
徳
会
尊

　
経
閣
文
庫
蔵
本
を
も
っ
て
底
本
と
し
た
。

②
　
「
◇
　
　
　
◇
」
の
後
に
挙
げ
た
の
は
、
絵
の
中
に
書
き
込
ま
れ
た
、
職
人
名
お
よ
び
職
人
の
話
し
言
葉
で
あ
る
。

③
　
漢
字
は
原
則
と
し
て
現
代
通
用
の
字
体
に
統
一
し
、
適
宜
旬
読
点
を
施
し
た
。

ω
　
底
本
以
外
の
諸
本
と
の
異
同
を
脚
注
の
形
で
示
し
た
。
た
だ
し
、
明
暦
板
本
に
は
振
り
仮
名
お
よ
び
濁
点
が
施
さ
れ
て
い
る

　
が
、
こ
れ
に
関
す
る
異
同
に
っ
い
て
は
省
略
し
た
。
片
仮
名
で
「
ナ
シ
」
と
し
た
の
は
、
そ
の
箇
所
が
当
該
本
に
な
い
こ
と
を
示

　
す
。
校
合
に
用
い
た
諸
本
の
略
号
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

）5（
　
　
□
尊
］
　
前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫
蔵
本
（
尊
経
閣
本
）

　
　
［
白
］
　
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
新
井
白
石
旧
蔵
本
（
白
石
本
）

　
　
［
忠
］
　
静
嘉
堂
文
庫
蔵
藤
原
忠
寄
書
写
本
（
忠
寄
本
）

　
　
［
明
］
　
明
暦
三
年
谷
岡
七
左
衛
門
刊
本
（
明
暦
板
本
）

　
　
［
類
］
　
群
書
類
従
板
本
（
類
従
本
）

な
お
こ
の
中
、
白
石
本
お
よ
び
忠
寄
本
は
、
歌
・
判
詞
と
絵
の
巻
が
別
々
に
な
っ
て
い
る
。

絵
は
、
東
博
本
の
写
真
を
用
い
た
。

序
文

丙
本
文
』



　
　
天
地
ひ
ら
け
し
時
、
さ
か
ほ
こ
の
く
た
れ
り
け

　
る
よ
り
、
遣
を
玉
ほ
こ
と
な
っ
け
て
、
よ
ろ
っ
の

　
遣
を
た
て
た
り
。
こ
と
に
可
可
を
や
ま
と
㌧
名
っ
け

　
て
、
吾
国
の
こ
と
わ
さ
な
り
け
れ
は
、
神
の
道
に

　
も
通
、
人
の
心
を
も
和
け
れ
は
、
金
殿
の
光
こ
と

　
な
る
み
き
り
、
お
ろ
か
な
る
草
の
む
し
ろ
に
も
心

　
を
の
へ
け
る
あ
ま
り
、
そ
の
道
を
か
た
と
り
て
、

を
の
く
左
右
を
わ
か
ち
て
婁
合
侍
け
り
。
題

　
は
恋
と
月
を
出
て
、
衆
議
に
て
判
け
る
な
る
へ
し
。

　
い
と
興
有
け
る
に
や
。
　
　
　
　
（
尊
経
閣
本
）

閃
語
注
】

　
◎
　
延
享
板
本
（
延
享
元
年
、
京
都
、
野
田
藤
八
郎
板
）

（
東
博
本
ニ
コ
ノ
序
文
ナ
シ
）

寄
1
［
類
］
歌

吾
国
丁
□
明
］
吾
邦
［
類
］
わ
か
く
に

通
1
［
忠
］
［
明
］
通
ひ
［
類
］
か
よ
ひ
　
和
け
れ
は
1
［
類
］
や
は
ら
け
＼
れ
は

お
ろ
か
な
る
1
［
忠
］
［
類
］
を
ろ
か
な
る

を
の
く
1
一
白
一
一
明
一
お
の
く

恋
と
月
－
［
忠
］
［
明
］
［
類
］
月
と
恋

興
有
け
る
1
□
類
］
興
あ
り
け
る

出
て
1
［
忠
］
［
明
］
［
類
］
出
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
は
、
こ
の
序
文
に
先
立
ち
、
次
の
序
文
が
あ
る
。

　
出
雲
や
え
か
き
に
事
初
り
し
よ
り
世
ミ
に
国
ふ
り
の
た
え
せ
す
し
て
、
上
中
下
の
人
ま
て
思
ふ
か
き
り
を
の
は
へ
た
の
し
ふ
の
み

な
ら
す
、
い
き
と
し
い
け
る
も
の
の
、
ま
た
更
に
や
ま
と
こ
と
の
葉
に
も
る
㌧
事
な
し
。
ま
し
て
い
ま
四
の
時
静
な
る
に
つ
け
て
此

道
猶
し
さ
か
り
な
り
き
。
そ
れ
か
中
に
、
月
と
恋
と
を
題
し
て
七
十
一
番
に
方
わ
け
て
職
人
寄
合
と
い
へ
る
書
あ
り
。
い
む
さ
き
何

れ
の
比
の
馬
の
か
み
の
さ
た
め
け
ん
品
と
は
さ
た
か
な
ら
ね
と
、
木
の
道
の
た
く
み
よ
り
す
み
な
は
を
う
ち
そ
め
て
、
か
た
ち
の
あ

ら
や
す
り
を
も
こ
ま
か
に
こ
と
は
り
、
か
は
ら
け
う
る
深
草
の
民
、
筏
こ
く
大
井
河
の
お
の
こ
す
っ
く
る
た
く
ひ
ま
て
あ
ま
り
な

く
、
心
ふ
と
の
注
釈
を
明
ら
か
に
し
る
し
っ
け
た
る
判
の
詞
い
と
ま
め
や
か
な
り
。
し
か
の
み
な
ら
す
、
そ
の
虫
は
み
た
る
す
り
本

の
も
の
＼
給
や
う
も
古
代
に
な
っ
か
し
き
か
、
今
は
た
う
す
ら
き
か
す
か
に
成
も
て
ゆ
き
て
、
人
し
れ
ぬ
む
も
れ
木
と
な
れ
る
を
あ

た
ら
し
み
、
ひ
き
お
こ
し
ふ
た
㌧
ひ
あ
ら
た
に
か
な
か
き
て
え
り
と
㌧
の
ふ
る
も
、
い
や
と
を
な
か
く
つ
た
は
り
な
は
、
な
と
り
河

の
せ
㌧
に
あ
ら
は
れ
な
ん
か
。
延
享
は
し
め
の
と
し
文
月
、
鴎
束
の
墓
処
禿
翁
　
（
印
）
　
（
印
）

注
解
「
七
十
一
番
職
人
歌
合
」
稿
（
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
九



　
　
下
房
俊
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ま
　
　
さ
か
ほ
こ

　
◎
天
地
ひ
ら
け
し
時
、
さ
か
ほ
こ
の
く
た
れ
り
け
る
よ
り
　
「
さ
か
ほ
こ
」
は
、
天
の
逆
鉾
で
、
伊
邪
那
岐
・
伊
邪
那
美
二
神
が
国
産

み
の
た
め
に
天
か
ら
差
し
下
し
た
と
い
わ
れ
る
玉
で
飾
っ
た
鉾
。
国
の
初
め
を
象
徴
す
る
。
古
今
集
仮
名
序
に
、
「
こ
の
歌
天
地
の
開
け

初
ま
り
け
る
時
よ
り
出
来
に
け
り
」
と
あ
り
、
和
歌
は
開
闘
以
来
の
文
芸
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
「
歌
は
天
の
昔
よ
り
起
こ
り
て
、
あ
ら

が
ね
の
今
に
伝
は
れ
り
」
（
奥
義
抄
、
序
）
、
「
大
和
歌
は
音
天
地
開
け
初
め
て
、
人
の
し
わ
ざ
い
ま
だ
定
ま
ら
ざ
り
し
時
、
葦
原
中
国
の

言
の
葉
と
し
て
、
稲
田
姫
素
鵜
の
里
よ
り
ぞ
伝
は
れ
り
け
る
」
（
新
古
今
集
仮
名
序
）
な
ど
。

　
◎
道
を
玉
ほ
こ
と
な
つ
け
て
　
「
玉
鉾
」
は
「
道
」
の
美
称
。
「
詞
林
采
葉
抄
』
に
、
『
目
本
書
紀
』
の
国
産
み
神
話
を
引
い
て
、
「
右
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ま
の
　
ぬ
ほ
こ

婁
矛
（
『
日
本
書
紀
』
で
は
「
天
之
襲
矛
」
）
是
レ
玉
梓
也
。
天
地
人
之
始
メ
也
。
王
臣
ノ
道
ノ
道
タ
ル
コ
ト
、
矛
ヲ
以
テ
始
メ
ト
為
ス
。

故
一
玉
梓
ノ
道
ト
申
ス
也
。
此
ノ
心
ヲ
ヨ
マ
セ
マ
シ
く
ケ
ル
、
久
方
ノ
ア
メ
ヨ
リ
ク
タ
ス
玉
梓
ノ
道
ア
ル
国
ソ
今
ノ
我
ク
一
後
騒

院
御
製
」
と
あ
り
、
逆
鉾
が
下
っ
た
こ
と
か
ら
道
を
「
玉
鉾
」
と
い
う
、
と
の
説
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
◎
よ
ろ
つ
の
道
を
た
て
た
り
　
「
よ
ろ
づ
の
道
」
は
、
古
今
集
仮
名
序
の
「
世
の
中
に
あ
る
人
こ
と
わ
ざ
し
げ
き
も
の
な
れ
ば
」
を
意

識
し
た
言
葉
で
あ
ろ
う
が
、
今
の
場
合
、
具
体
的
に
は
諸
々
の
職
能
を
指
す
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
「
職
人
」
と
い
う
言
葉
は
当
時
す
で

に
手
工
業
者
を
指
す
よ
う
に
な
っ
て
い
た
が
、
当
歌
合
に
登
場
す
る
よ
う
な
、
広
く
商
人
、
芸
能
民
等
を
も
含
ん
だ
諸
職
を
意
味
す
る
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
く
み

葉
と
し
て
は
、
「
道
々
の
者
」
「
道
々
の
輩
」
「
道
々
工
」
と
い
う
よ
う
に
、
「
道
々
」
、
あ
る
い
は
「
諸
道
」
と
い
っ
た
言
葉
が
使
わ
れ
て

い
た
（
石
田
尚
豊
「
職
人
絵
の
展
開
」
〈
新
修
目
本
絵
巻
物
全
集
2
8
〉
、
網
野
善
彦
『
目
本
中
世
の
民
衆
像
』
）
。
先
行
の
職
人
歌
合
に
も
、

「
職
人
一
の
語
は
用
い
ら
れ
ず
に
、
「
み
ち
く
の
も
の
ど
も
人
な
み
く
に
参
り
て
聴
聞
し
侍
け
る
に
一
「
道
々
の
者
ど
も
心
を
す
ま
し

て
遊
び
け
る
に
」
（
五
番
本
東
北
院
職
人
歌
合
、
序
）
、
「
道
々
の
輩
ど
も
あ
る
は
役
に
従
ひ
あ
る
は
友
に
誘
は
れ
て
」
「
む
か
し
宮
こ
に
て

東
北
院
の
念
仏
九
月
十
三
夜
に
あ
た
り
て
諸
道
の
歌
合
あ
り
け
り
」
（
鶴
岡
放
生
会
職
人
歌
合
、
序
）
、
「
千
秋
万
歳
の
能
作
は
毎
年
正
月

の
佳
曲
な
れ
ば
、
諸
職
諸
道
の
最
初
に
出
て
晋
合
の
一
番
に
進
め
り
」
（
三
十
二
番
職
人
歌
合
、
一
番
判
詞
）
と
あ
る
。
す
な
わ
ち
こ
こ

は
、
天
地
開
闇
以
来
さ
ま
ざ
ま
な
職
業
が
起
こ
っ
た
、
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

　
◎
こ
と
に
嵜
を
や
ま
と
㌔
名
つ
け
て
先
の
「
道
を
玉
ほ
こ
と
な
っ
け
て
」
と
照
応
す
る
言
葉
。
諸
々
の
「
道
」
の
頂
点
に
あ
る
も
の

と
し
て
歌
の
道
を
提
え
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
っ
ま
り
、
職
人
が
歌
を
詠
む
の
は
当
然
の
こ
と
だ
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
も
古
今
集



仮
名
序
の
「
生
き
と
し
生
け
る
も
の
い
づ
れ
か
歌
を
詠
ま
ざ
り
け
る
」
以
来
、
公
式
的
な
思
想
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
文
字
通
り
に
解
し
た

と
こ
ろ
に
、
当
歌
合
の
面
目
が
あ
る
。
な
お
、
「
や
ま
と
」
の
み
で
「
や
ま
と
う
た
（
和
歌
）
」
を
意
味
し
た
例
に
つ
い
て
は
未
考
。

　
◎
吾
国
の
こ
と
わ
さ
　
「
こ
と
わ
ざ
」
は
、
人
の
営
為
一
般
を
意
味
す
る
が
、
古
今
集
仮
名
序
の
「
世
の
中
に
あ
る
人
こ
と
わ
ざ
し
げ

き
も
の
な
れ
ば
、
心
に
思
ふ
こ
と
を
見
る
も
の
聞
く
も
の
に
っ
け
て
言
ひ
出
せ
る
な
り
」
以
降
、
特
に
和
歌
と
結
び
つ
け
て
考
え
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
こ
こ
は
、
「
大
和
歌
の
起
こ
り
、
…
…
干
早
振
る
神
代
よ
り
始
ま
り
て
敷
島
の
国
の
こ
と
わ
ざ
と
な
り
に
け
る
よ
り
こ

’
の
か
た
」
（
古
来
風
体
抄
）
、
「
三
十
一
字
の
歌
は
…
…
我
が
国
の
こ
と
わ
ざ
に
な
む
侍
り
」
（
簸
河
上
）
と
同
様
、
我
が
国
を
代
表
す
る
能

芸
と
い
う
ほ
ど
の
意
味
。

　
◎
神
の
道
に
も
通
、
人
の
心
を
も
和
け
れ
は
　
古
今
集
仮
名
序
に
「
力
を
も
入
れ
ず
し
て
天
地
を
動
か
し
、
目
に
見
え
ぬ
鬼
神
を
も
あ

は
れ
と
思
は
せ
、
男
女
の
中
を
も
和
ら
げ
、
猛
き
武
士
の
心
を
も
慰
む
る
は
歌
な
り
」
と
あ
る
に
よ
る
。

　
◎
金
殿
の
光
こ
と
な
る
み
き
り
　
「
金
殿
」
は
金
で
飾
っ
た
立
派
な
殿
舎
。
岩
崎
佳
枝
氏
は
「
『
七
十
一
番
職
人
歌
合
』
成
立
年
時
考
」

（
「
文
学
・
語
学
」
九
六
号
、
昭
和
五
八
年
一
月
）
で
、
二
十
三
番
左
、
翠
簾
屋
の
画
中
詞
な
ど
を
手
掛
り
に
、
当
歌
合
の
成
立
時
期
を
、

明
応
九
年
（
一
五
〇
〇
）
十
一
月
頃
と
推
定
さ
れ
、
「
金
殿
の
光
殊
な
る
醐
」
と
は
、
後
土
御
門
天
皇
崩
御
の
後
、
麦
柏
原
天
皇
の
践
昨

を
指
す
の
で
あ
ろ
う
、
と
さ
れ
る
。
お
よ
そ
こ
の
頃
の
成
立
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

　
◎
お
ろ
か
な
る
草
の
む
し
ろ
に
も
心
を
の
へ
け
る
あ
ま
り
　
「
疎
か
な
る
草
の
莚
」
は
、
「
金
殿
の
光
殊
な
る
」
と
対
照
的
に
、
粗
末
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
じ
か

住
ま
い
、
す
な
わ
ち
、
諸
々
の
職
人
達
の
境
遇
を
意
味
す
る
。
『
三
十
二
番
職
人
歌
合
』
序
に
も
、
「
よ
き
衣
を
着
ざ
る
商
人
も
費
を
荷
な

　
わ
ら
は
ペ

ヘ
る
童
も
、
お
の
お
の
月
に
寄
せ
恋
に
な
ず
ら
へ
て
、
歌
を
合
は
せ
心
ざ
し
を
表
す
た
ぐ
ひ
度
重
な
れ
り
。
こ
こ
に
我
等
三
十
余
人
、
賎

し
き
身
晶
同
じ
き
も
の
か
ら
、
そ
の
建
に
臨
み
て
そ
の
名
を
掛
け
ざ
る
こ
と
、
将
来
多
生
の
恨
み
な
り
」
と
あ
る
。
「
心
を
の
ぷ
」
は

「
心
を
延
ぷ
」
で
、
心
を
の
び
の
び
と
さ
せ
る
こ
と
。
応
仁
乱
後
の
下
剋
上
の
世
相
に
ふ
さ
わ
し
い
言
葉
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
同
時
に
、

「
心
（
思
ひ
）
を
の
ぷ
」
は
、
「
春
の
花
の
朝
、
秋
の
月
の
夕
、
思
ひ
を
の
べ
、
心
を
動
か
さ
ず
と
い
ふ
こ
と
な
し
」
（
千
載
集
序
）
、
「
そ

の
（
や
ま
と
歌
の
）
道
盛
り
に
興
り
、
そ
の
流
れ
今
に
絶
ゆ
る
こ
と
な
く
し
て
、
色
に
耽
り
、
心
を
の
ぷ
る
な
か
だ
ち
と
し
」
（
新
古
今

集
仮
名
序
）
と
あ
る
よ
う
に
、
歌
を
詠
む
（
述
ぷ
）
と
い
う
こ
と
に
通
じ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
な
お
、
「
延
ぷ
」
は
「
鍾
」
の
縁
語
で
、

　
注
解
『
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「
心
を
延
ぷ
」
は
、
し
ば
し
ば
「
莚
」
と
と
も
に
用
い
ら
れ
る
語
。
「
ま
ど
ろ
ま
ず
仮
寝
の
野
辺
の
月
を
見
て
／
草
の
建
も
心
延
べ
っ
っ

〈
道
賢
〉
」
（
熊
野
千
句
、
七
）
、
「
莚
も
濡
れ
ぬ
仮
臥
の
床
／
心
を
も
延
べ
ぬ
ば
か
り
の
帰
る
さ
に
〈
修
茂
〉
」
（
河
越
千
句
、
十
）
、
「
松
風

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
ぱ

を
苔
の
建
に
伴
ひ
て
／
心
も
延
べ
ぬ
秋
の
夜
の
床
」
（
三
嶋
千
旬
）
、
「
恋
し
さ
の
心
も
延
べ
ぬ
独
寝
は
九
条
建
も
狭
か
ら
ぬ
か
な
」
（
当
歌

合
、
八
番
右
、
建
打
）
な
ど
。

　
◎
そ
の
道
を
か
た
と
り
て
　
「
か
た
ど
る
」
は
、
形
を
写
し
取
る
こ
と
。
そ
れ
ぞ
れ
の
職
能
に
ふ
さ
わ
し
く
歌
を
詠
ん
で
。

　
◎
恋
と
月
　
忠
寄
本
、
明
暦
板
本
、
類
従
本
の
「
月
と
恋
」
の
方
が
歌
の
順
序
に
合
う
。
な
お
、
『
東
北
院
職
人
歌
合
』
お
よ
び
『
鶴

岡
放
生
会
職
人
歌
合
』
の
題
は
、
月
と
恋
、
『
三
十
二
番
職
人
歌
合
』
の
題
は
、
花
と
述
懐
。

　
◎
衆
議
に
て
判
け
る
な
る
へ
し
　
『
東
北
院
職
人
歌
合
』
の
判
者
は
「
経
師
」
、
『
鶴
岡
放
生
会
職
人
歌
合
』
の
判
者
は
「
八
幡
宮
神

主
」
、
『
三
十
二
番
職
人
歌
合
』
の
判
者
は
「
弁
説
上
人
」
。
こ
れ
に
対
し
て
、
当
歌
合
は
衆
議
判
だ
と
い
う
。
百
四
十
二
人
も
の
職
人
達

が
銘
々
に
意
見
を
述
べ
合
っ
た
ら
、
ど
ん
な
こ
と
に
な
る
の
か
。
ま
さ
に
「
い
1
と
興
有
け
る
に
や
」
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
こ
の
設

定
は
、
七
十
一
番
と
い
う
、
か
つ
て
な
い
大
規
模
の
職
人
歌
合
を
「
催
し
」
た
精
神
と
通
じ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
残
念
な
が
ら
、
衆

議
判
ら
し
い
面
白
さ
は
以
下
の
判
詞
か
ら
は
窺
え
な
い
。

閃
職
人
尽
】

〔
五
番
本
　
東
北
院
職
人
歌
合
〕
二
番
　
鍛
冶
・
番
匠

　
　
　
　
　
左

月
に
ね
ぬ
や
と
㌧
や
人
の
お
も
ふ
ら
ん
い
っ
も
た
え
せ
ぬ
あ
ひ
っ
ち
の
お
と

あ
ふ
事
は
や
か
て
た
か
ね
の
は
か
み
草
い
さ
㌧
は
人
を
お
も
ひ
き
り
て
ん

　
　
　
　
　
右



す
み
か
ね
の
な
を
り
を
た
＼
す
身
な
れ
と
も
か
た
ふ
く
月
に
か
う
は
り
そ
な
き

あ
は
む
と
は
下
か
た
め
せ
し
君
な
れ
と
ま
た
は
ん
さ
く
の
こ
ひ
を
す
る
哉

　
　
　
　
　
月

　
　
左
、
な
た
ら
か
に
侍
。
た
㌧
し
大
か
た
の
や
と
な
ら
ひ
に
よ
ま
れ
た
り
。
右
、
詞
っ
＼
き
よ
ろ
し
く
侍
。
か
た
ふ
く
月
と
よ
ま
れ
た

　
　
る
、
い
か
㌧
侍
覧
。
月
の
寄
を
は
さ
か
り
に
よ
む
へ
き
と
そ
、
ふ
る
き
寄
合
に
も
申
た
る
。
こ
れ
か
れ
な
そ
ら
へ
て
持
に
や
侍
ら
ん
、

　
　
　
　
　
恋

　
　
左
の
寄
、
な
た
ら
か
に
侍
。
た
＼
し
、
い
さ
＼
は
人
を
お
も
ひ
き
り
て
ん
と
、
心
に
ま
か
せ
ら
れ
た
る
こ
そ
み
㌧
に
た
ち
て
侍
れ
。

　
　
恋
は
は
て
な
し
と
こ
そ
ふ
る
く
も
な
ら
ひ
申
事
に
て
侍
。
聞
に
く
㌧
侍
。
こ
の
心
は
う
す
く
侍
れ
と
、
い
ま
す
こ
し
左
は
ま
さ
る
と

　
　
申
へ
し
。

〔
十
二
番
本
　
東
北
院
職
人
歌
合
〕
三
番

　
　
　
　
　
左
鍛
冶

月
に
ね
ぬ
宿
と
や
人
の
お
も
ふ
ら
ん
い
っ
も
た
え
せ
ぬ
あ
ひ
っ
ち
の
お
と

　
　
　
　
　
右
　
番
匠

す
み
か
ね
の
な
ほ
き
を
た
㌧
す
み
な
れ
と
も
か
た
ふ
く
月
に
か
ふ
は
り
そ
な
き

　
　
左
晋
、
こ
と
葉
の
つ
＼
き
お
し
こ
め
て
な
た
ら
か
に
侍
り
。
月
に
ね
ぬ
宿
と
や
人
の
お
も
ふ
ら
ん
と
て
、
頻
に
さ
も
な
き
よ
し
を
陳

　
　
せ
ら
れ
た
る
、
無
下
に
心
の
う
ち
す
か
す
や
侍
ら
ん
。
右
、
か
た
ふ
く
月
に
よ
ま
れ
た
る
こ
そ
ふ
か
き
難
に
て
侍
れ
。
月
を
題
に
え

　
　
て
は
さ
か
り
に
よ
む
へ
き
也
。
但
月
を
㌧
し
ま
れ
た
る
心
さ
し
、
す
て
か
た
し
。
乃
右
為
勝
。

　
　
　
　
　
左

我
恋
は
な
ま
し
か
た
な
の
か
ね
あ
ま
み
お
も
ひ
き
れ
と
も
き
ら
れ
さ
り
け
り

　
　
　
　
　
右

き
り
な
か
す
な
け
し
の
こ
く
ち
す
ち
り
っ
㌧
い
か
に
お
せ
と
も
あ
は
＼
こ
そ
あ
ら
め
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解
『
七
十
一
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下
房
俊
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
四

　
　
左
、
な
ま
し
刀
の
か
ね
あ
ま
み
、
誠
に
さ
も
と
聞
え
侍
り
。
右
、
た
㌧
な
け
し
の
こ
く
ち
あ
は
ぬ
は
か
り
に
て
恋
の
心
さ
し
に
聞
え

　
　
す
。
こ
れ
を
落
題
と
は
申
也
。
価
以
左
為
勝
。

〔
飛
鳥
井
雅
康
　
職
人
歌
〕
六
番

　
　
　
　
　
か
ち

う
ら
め
し
や
人
の
心
の
あ
ら
や
す
り
ひ
か
き
め
に
た
に
の
そ
か
れ
ぬ
か
な

　
　
　
　
　
大
工
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

を
し
な
を
す
た
く
み
も
い
さ
や
す
み
か
ね
に
か
け
■
す
む
月
の
か
た
ふ
き
に
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
　
ね

　
〔
伝
烏
丸
光
広
作
職
人
歌
合
〕
三
番
鍛
冶
・
番
匠
　
ま
て
し
ば
し
隣
の
鍛
冶
の
槌
の
音
見
残
す
夢
の
先
駆
く
る
間
を
　
人
の
家
墨
曲
尺
当
て
て
見

る
大
工
我
が
身
に
な
れ
ば
な
ど
歪
む
ら
ん
　
〔
吾
吟
我
集
〕
寄
番
匠
恋
　
角
ら
し
き
人
の
堅
気
の
憂
節
を
ま
ろ
く
削
ら
ん
番
匠
も
が
な
　
／
　
寄
鍛
冶
恋

く
ろ
が
ね

鉄
も
人
の
鍛
へ
ば
和
ら
ぐ
に
な
ど
練
れ
合
は
ぬ
君
の
一
徹
／
職
人
安
ら
か
に
軒
を
伝
ふ
て
家
作
る
大
工
を
い
は
ば
蛛
の
い
と
な
み
　
／
寄
刀
恋

思
ひ
し
み
て
思
ひ
切
る
に
も
切
ら
れ
ぬ
は
身
よ
り
出
せ
る
錆
刀
か
も
／
太
刀
抜
く
と
て
も
我
が
目
の
鞘
を
は
づ
さ
ず
は
何
の
用
に
か
太
刀
の
切
先

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ζ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
や
う

〔
古
今
夷
曲
集
〕
職
人
歌
合
の
中
に
鍛
冶
の
恋
の
心
を
　
お
床
し
と
さ
つ
と
一
筆
我
が
職
の
輔
の
風
の
便
り
求
め
て
　
〔
訓
蒙
図
彙
〕
工
　
た
く
み
。
匠
。

　
　
　
　
だ
い
く
　
も
く
　
　
し
や
う
じ
ん
も
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
ん
　
　
　
　
　
か
ぢ
　
だ
ん
や
く

俗
二
云
フ
大
工
、
木
工
也
。
匠
人
、
木
匠
、
並
ビ
ニ
同
ジ
。
工
匠
亦
通
用
ス
。
諸
エ
ノ
纏
名
也
。
／
　
鍛
　
俗
二
云
フ
鍛
治
ト
鍛
冶
ト
字
相
似
テ
誤
レ

　
　
だ
ん
ζ
う
　
せ
う
や
　
て
つ
し
ゃ
う

リ
。
工
、
小
冶
、
鉄
匠
、
並
ビ
ニ
同
ジ
。
　
〔
長
崎
一
見
職
人
一
首
〕
鍛
冶
・
大
工
　
夜
昼
も
分
か
ず
輔
の
風
荒
れ
て
あ
た
ら
火
花
の
散
る
ぞ
悲
し
き

散
り
ぬ
る
は
鋸
屑
と
家
桜
立
つ
る
も
花
の
橡
柱
か
な
　
左
の
歌
、
散
る
と
い
へ
ば
花
火
ま
で
惜
し
ま
れ
し
と
ぞ
、
大
分
槌
の
お
と
な
し
や
か
に
聞
こ
ゆ
。

右
の
歌
、
花
袋
の
飛
騨
の
匠
に
口
広
し
と
言
へ
ば
言
は
る
る
と
て
、
鋸
盾
と
見
立
て
ら
る
る
こ
そ
あ
ま
り
の
こ
と
に
や
。
左
勝
に
定
め
侍
る
　
〔
後
撰
夷

曲
集
〕
番
匠
番
匠
は
お
と
な
ご
と
か
も
石
づ
ら
の
並
よ
く
出
来
て
水
を
盛
り
け
り
／
寄
刀
恋
　
恋
に
心
乱
れ
刃
が
つ
か
の
間
も
離
れ
が
た
な
や
君

が
腰
本
　
〔
銀
葉
夷
歌
集
〕
番
匠
恋
　
番
匠
も
君
を
ば
恋
に
墨
壷
の
い
と
や
さ
し
く
も
書
き
口
説
く
文
　
女
房
の
き
ぷ
り
わ
ろ
き
を
思
ひ
切
り
引
い
て
鋸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ら
が
ね

と
言
へ
る
番
匠
　
／
　
番
匠
　
番
匠
童
さ
い
づ
ち
を
も
て
打
ち
け
る
は
普
請
の
用
に
立
た
ん
匠
か
　
／
　
鍛
冶
恋
　
鍛
冶
屋
ま
で
恋
せ
ぬ
や
う
は
粗
金
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ね

鎚
の
始
め
も
当
世
も
な
ほ
　
変
は
ら
じ
と
誓
ひ
に
鉄
を
打
つ
槌
の
ち
ん
か
ら
こ
ろ
り
死
な
ば
も
ろ
と
も
離
別
せ
ん
い
や
の
か
ち
や
れ
と
や
か
く
と
思
案

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
い
ご
う

半
ば
の
子
は
相
の
釘
／
　
鍛
冶
葦
嚢
の
口
あ
る
ゆ
ゑ
か
打
物
の
飲
む
ほ
ど
切
る
る
焼
き
の
湯
加
減
　
て
っ
か
ら
こ
か
ら
こ
と
打
っ
は
異
国
よ
り
渡
れ

る
鍛
冶
が
槌
の
拍
子
か
　
〔
人
倫
訓
蒙
図
彙
〕
大
工
　
天
竺
よ
り
始
れ
り
。
日
本
に
て
は
人
皇
の
始
め
、
筑
紫
日
向
の
橘
の
京
に
宮
造
り
し
給
ふ
時
始
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
く
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
ん
や
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ま
く
に
し
ん
そ
く

れ
り
。
其
後
聖
徳
太
子
伽
藍
御
建
立
の
時
、
飛
騨
の
内
匠
、
是
大
工
中
興
の
祖
な
り
。
／
　
鍛
冶
鍛
冶
也
。
和
俗
誤
て
か
ぢ
と
読
む
也
。
天
国
神
息

始
り
の
由
。
／
　
刀
鍛
冶
　
刀
鍛
冶
、
諸
国
に
名
家
多
し
。
京
に
て
は
日
本
鍛
冶
惣
匠
伊
賀
守
藤
原
金
道
、
和
泉
守
金
道
、
近
江
守
源
久
道
、
丹
波
守



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぱ
ん
じ
や
う
わ
ら
は
の
ま
た
す
げ

吉
道
、
越
中
守
正
俊
、
信
濃
守
信
吉
、
何
れ
も
菊
の
御
紋
を
銘
に
切
る
也
。
　
〔
狂
詠
犬
百
人
一
首
〕
番
匠
童
又
介
　
削
り
き
な
堅
木
に
袖
を
す
り
こ
す
り

直
ぐ
の
松
の
木
歪
ま
せ
じ
と
は
　
〔
今
様
職
人
尽
百
人
一
首
〕
大
工
　
軒
の
桁
仮
庵
ぞ
穴
の
襲
を
選
み
我
が
弟
子
ど
も
の
精
を
出
し
っ
っ
　
「
七
兵
衛
、
削

　
　
　
　
　
ほ
ぞ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ζ
っ
ぱ

ら
ぬ
か
一
「
柄
を
引
き
ま
せ
う
か
一
「
逆
目
が
立
っ
ぞ
。
木
端
を
拾
一
一
／
鍛
冶
屋
足
曳
の
相
槌
音
の
ち
ん
か
ら
り
な
が
く
し
夜
竈
か
す
金
槌

　
　
　
　
　
　
　
か
ね

「
き
っ
ふ
こ
の
鉄
は
鈍
っ
た
ぞ
一
「
さ
あ
く
精
出
せ
く
一
「
こ
れ
か
ら
煙
草
と
出
よ
う
ぞ
一
一
彩
画
職
人
部
類
一
工
匠
果
紀
一
、
神
武
天
皇
元

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ら
つ
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ

年
、
帝
宅
ヲ
橿
原
ノ
宮
二
経
リ
始
ム
。
此
ノ
時
、
天
ノ
明
ル
目
ノ
命
、
工
匠
ヲ
掌
ル
ト
。
荘
子
二
云
ク
、
郭
人
要
ヲ
モ
ツ
テ
其
ノ
鼻
端
二
漫
リ
テ
蝿
翼
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
づ
　
　
　
　
　
　
　
　
て
を
の

若
ク
シ
テ
、
匠
石
ヲ
シ
テ
之
ヲ
断
ラ
使
メ
、
斤
ヲ
運
ラ
シ
テ
風
ヲ
成
シ
、
聖
ヲ
尽
シ
テ
傷
ツ
カ
ズ
。
／
鍛
冶
　
周
の
世
の
桃
氏
を
始
め
、
我
が
朝
に

は
崇
神
天
皇
に
起
こ
る
。
文
武
の
御
宇
に
天
国
あ
り
。
剣
の
諸
刃
を
二
っ
に
割
る
。
こ
れ
を
刀
と
い
ふ
と
ぞ
。
其
よ
り
代
々
に
伝
へ
伝
へ
て
諦
国
に
良
工

あ
り
。
i
小
鍛
冶
宗
近
を
始
め
と
し
て
、
数
ふ
る
に
何
指
を
も
つ
て
せ
む
。
〔
職
人
尽
発
句
合
〕
　
番
匠
・
鍛
冶
　
雪
の
花
散
る
や
柾
の
手
斧
屑
　
梅
競
ひ
柳

芽
を
は
る
ち
か
き
殿
作
り
に
鳥
総
を
散
ら
す
番
匠
が
旬
の
た
く
み
な
り
や
。
「
大
寺
の
造
作
は
暇
が
い
れ
ど
、
建
て
栄
へ
の
す
る
も
の
よ
」
　
相
鎚
や
冬
の

維
子
蹄
く
粟
田
口
粟
田
山
の
禁
に
あ
り
し
鍛
冶
何
某
が
名
誉
の
鎚
の
音
を
維
の
声
に
聞
き
な
し
た
る
。
勝
劣
い
づ
れ
と
分
き
が
た
き
を
、
稲
荷
の
神
の

告
げ
に
よ
り
て
、
右
為
勝
。
　
「
輸
祭
の
休
み
も
近
く
な
り
た
り
」
　
〔
職
人
尽
狂
歌
合
〕
番
匠
・
鍛
冶
　
家
桜
木
組
の
外
に
番
匠
の
鉋
を
使
ふ
花
の
短
冊

　
花
も
さ
く
物
と
眺
め
ん
刀
鍛
冶
鎖
打
ち
し
ぞ
価
千
金
　
左
、
匠
の
鉋
使
ひ
お
か
し
。
右
、
四
の
旬
聞
き
に
く
し
。
左
を
勝
と
定
む
べ
く
や
。
／
　
番

匠
・
鍛
冶
花
に
酔
ひ
酒
に
酔
ひ
た
る
匠
こ
そ
聞
き
し
左
の
甚
五
郎
な
れ
関
物
の
し
づ
心
な
く
鍛
冶
は
見
ん
花
に
嵐
を
打
ち
上
ぐ
る
時
左
右
と
も
興

あ
り
。
同
じ
位
な
る
べ
し
。
　
／
　
鍛
冶
・
番
匠
　
麓
か
ら
見
積
り
を
し
て
吉
野
山
花
の
盛
り
を
日
割
番
匠
　
蓬
莱
の
玉
の
枝
か
と
打
ち
見
っ
つ
め
づ
る

や
花
の
鍛
冶
工
ど
も
　
左
、
飛
騨
匠
よ
ろ
し
け
れ
ど
、
か
の
い
で
き
親
と
言
へ
り
し
竹
取
り
の
昔
話
に
は
及
ぷ
べ
う
も
侍
ら
ず
。
／
　
鍛
冶
・
番
匠

－
番
匠
の
持
っ
墨
壷
の
糸
桜
下
げ
振
り
見
す
る
枝
の
短
冊
　
永
き
目
を
鍛
冶
も
咄
の
相
槌
に
う
ち
眺
め
た
る
花
の
真
盛
り
　
左
、
三
四
の
句
お
か
し
。
心
あ

る
匠
と
見
ゆ
。
右
、
二
の
句
苦
し
げ
な
り
。
左
全
き
勝
に
侍
る
べ
し
。
　
／
　
番
匠
・
鍛
冶
　
松
は
板
檸
は
柱
盛
り
な
る
桜
を
む
ね
と
め
づ
る
飛
騨
人

汲
む
酒
に
ほ
ど
を
忘
れ
て
呑
む
と
て
も
吹
草
の
風
も
花
に
厭
へ
り
左
、
お
か
し
き
作
意
感
少
な
か
ら
ず
。
右
、
結
旬
厭
へ
り
と
あ
る
は
い
か
ゴ
。
す
べ

て
過
去
と
現
在
と
は
心
し
て
詠
む
べ
き
こ
と
な
る
を
、
此
の
頃
は
妄
り
な
る
も
あ
ま
た
見
ゆ
。
厭
へ
り
と
言
ひ
て
は
過
ぎ
去
り
し
こ
と
な
り
。
か
か
る
所

は
現
在
の
詞
に
て
こ
そ
言
ふ
べ
け
れ
。
左
勝
に
て
侍
る
べ
し
。
　
〔
近
世
職
人
尽
絵
詞
〕
大
工
は
小
工
に
対
し
て
の
名
に
し
て
、
棟
梁
は
都
料
匠
な
る
べ

　
　
　
　
　
　
　
た
く
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
し
ら
だ
て

し
。
ま
た
飛
騨
の
工
と
い
へ
る
も
一
人
の
こ
と
に
あ
ら
ず
。
昔
飛
騨
よ
り
京
師
に
上
り
て
結
番
せ
し
ゆ
ゑ
、
番
匠
の
称
あ
り
と
ぞ
。
今
柱
立
に
い
ろ
は
の

字
を
書
く
こ
と
は
高
野
大
師
の
立
て
ら
れ
し
時
よ
り
始
ま
れ
り
と
、
頓
阿
法
師
の
高
野
目
記
に
は
記
せ
り
。
「
昼
休
み
に
ち
と
削
ら
ば
や
」
「
鉋
は
鈍
き

が
よ
く
侯
ぞ
。
都
の
大
工
は
敷
居
を
削
る
に
三
日
手
放
さ
ず
と
言
ひ
伝
へ
て
侯
ぞ
や
」
「
す
べ
て
軒
妻
切
る
ほ
ど
む
っ
か
し
き
も
の
は
な
し
。
古
き
諺
に

も
、
堂
宮
建
て
㌧
軒
妻
切
り
て
半
大
工
、
と
申
侯
と
」
　
／
　
鍛
冶
を
俗
に
鍛
治
と
い
ふ
は
詑
な
り
、
と
和
名
抄
に
も
見
え
て
、
古
く
よ
り
の
詑
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
す
ぐ
や
巷
　
　
　
　
　
　
　
　
み
だ
れ
や
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
な
つ
ち

音
干
将
と
い
ふ
剣
は
直
焼
、
莫
邪
は
乱
焼
な
り
し
こ
と
、
呉
越
春
秋
に
出
た
り
。
「
す
べ
て
焼
き
刃
を
渡
す
は
埴
を
も
て
す
と
言
ひ
伝
へ
り
」
　
〔
略
画
職

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
い
く

人
尽
〕
人
の
巣
を
作
る
大
工
の
腹
よ
り
も
糸
引
き
出
す
墨
壷
の
蜘
蛛
　
〔
宝
船
桂
帆
柱
〕
番
匠
鋸
の
め
で
た
き
御
代
の
例
と
て
今
日
や
子
の
日
の
松
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ね
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
ぎ
は
ひ

木
を
引
く
　
「
も
ふ
昼
だ
ら
う
。
大
分
ほ
ぞ
が
外
れ
て
来
た
」
　
／
　
鍛
冶
栄
え
行
く
運
は
天
か
ら
て
ん
か
ら
と
鉄
を
延
ば
す
や
鍛
冶
の
生
業
　
「
鍛
冶

　
注
解
『
七
十
一
番
職
人
歌
合
」
稿
（
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
五



　
下
．
房
俊
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
れ

屋
は
居
な
が
ら
撃
炊
く
。
て
ん
か
ら
く
一
一
難
波
職
人
歌
合
一
十
三
番
左
杢
門
に
出
て
待
っ
妻
よ
り
も
タ
月
の
顔
を
見
る
こ
そ
身
は
娯
し
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
げ
は
ひ

れ
　
右
の
方
人
云
、
京
わ
ら
は
の
詞
に
、
匠
の
妻
の
タ
化
粧
、
と
云
へ
る
こ
と
も
思
ひ
合
は
さ
れ
て
、
い
み
じ
き
烏
瀞
歌
と
云
ふ
べ
し
。
左
方
答
、
万
葉

　
　
　
　
　
え
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

集
の
歌
に
、
咲
ま
ん
か
よ
び
き
行
き
て
は
や
見
む
、
と
云
へ
る
よ
り
も
、
夕
月
の
顔
を
見
て
早
く
憩
は
ま
ほ
し
く
思
ふ
心
な
る
を
や
。
　
判
に
云
、
左
の

歌
、
家
に
待
っ
ら
む
妻
の
顔
よ
り
も
月
を
早
く
見
ま
ほ
し
と
云
ひ
て
、
手
業
を
運
ぷ
こ
と
を
含
ま
れ
た
る
は
、
げ
に
名
に
し
負
ふ
い
み
じ
き
匠
と
云
ふ
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
ろ
が
ね

き
な
り
。
…
－
こ
の
番
は
と
も
に
い
と
ぐ
め
で
た
け
れ
ば
、
持
と
こ
そ
云
は
ま
し
か
。
／
　
十
七
番
右
　
鍛
冶
屋
　
心
な
き
岩
木
の
山
の
鉄
も
と
く
る

習
ひ
を
人
は
知
ら
ず
や
左
の
方
人
云
、
さ
る
所
の
鉄
な
ら
で
も
溶
く
る
こ
と
は
同
じ
け
れ
ば
、
初
二
句
は
不
用
な
り
。
こ
と
む
っ
か
し
く
云
は
で
も
あ

る
べ
し
。
右
方
答
、
岩
木
を
心
な
き
物
に
い
ふ
は
常
な
り
。
ま
た
、
そ
の
岩
木
の
山
の
雫
と
も
云
ひ
続
く
る
は
、
恋
の
歌
の
常
な
り
。
さ
れ
ば
こ
の
歌
は

鉄
の
溶
け
が
た
き
物
な
る
よ
し
を
、
い
よ
く
強
く
云
は
ん
料
に
出
せ
る
な
り
。
判
に
云
、
－
－
右
の
歌
、
心
な
き
岩
木
の
山
よ
り
云
ひ
下
さ
れ
た
る
に

て
、
い
か
ば
か
り
の
勢
を
か
増
し
？
b
む
。
左
も
わ
ろ
か
ら
ね
ど
、
な
ほ
こ
よ
な
う
勝
り
た
り
。

丙
本
文
】

　
一
番

　
　
左

を
し
な
を
す
た
く
み
も
い
さ
や
す
み
か
ね
に

さ
け
す
む
月
の
か
た
ふ
き
に
け
る

　
　
右

軒
あ
れ
て
ふ
る
き
か
ち
や
の
太
郎
つ
ち

ふ
り
さ
け
み
れ
は
月
の
さ
や
け
さ

　
左
の
歌
、
さ
け
す
む
月
、
と
よ
く
っ
＼
け
た
れ
と
も
、

　
嵜
合
に
は
、
か
た
ふ
く
月
、
あ
や
な
く
き
こ
ゆ
。

　
右
の
晋
、
太
郎
っ
ち
ふ
り
さ
け
み
れ
は
、
と
い
へ
る

（
コ
ノ
前
二
）
［
尊
］
［
白
］
［
忠
］
歌
合

歌
合
題
　
月
恋
［
類
］
題
　
月

一
番
　
左
1
［
明
］
左
　
一
番

恋題
月
恋
□
明
］
七
十
一
番

を
し
な
を
す
1
［
明
］
を
し
な
ほ
す
　
た
く
み
［
類
］
工

か
た
ふ
き
に
け
る
ー
［
明
］
□
類
］
か
た
ふ
き
に
け
り

右
1
［
忠
］
ナ
シ

ふ
る
き
1
［
類
］
古
き
　
太
郎
つ
ち
ー
［
類
］
太
郎
槌

さ
や
け
さ
1
［
類
］
さ
や
け
き

寄
合
1
［
類
］
う
た
合

寄
1
［
類
］
う
た
　
ふ
り
さ
け
み
れ
は
1
［
類
］
ふ
り
さ
け
見
れ
は



　
も
月
を
ほ
め
た
り
。
ま
さ
る
と
申
へ
け
れ
と
も
、
一
番

　
の
左
な
れ
は
、
な
す
ら
へ
て
持
と
申
へ
し
。

く
れ
こ
と
に
ひ
と
り
ふ
し
木
の
あ
ら
つ
く
り

い
っ
て
お
の
目
の
あ
は
む
と
す
ら
ん

う
ら
め
し
や
人
の
こ
㌧
ろ
の
あ
ら
や
す
り

ひ
か
き
め
に
た
に
の
そ
か
れ
ぬ
か
な

　
左
右
と
も
に
、
て
お
の
め
、
ひ
か
き
目
、
と
よ
め
り
。

　
な
し
ほ
と
の
晋
さ
ま
な
る
へ
し
。
猶
持
と
す
。

　
　
　
◇
　
　
　
◇

　
は
ん
さ
う

お

我
ら
も
け
さ
、
は

相
国
寺
へ

又
め
さ
れ
侯
。

暮
て
そ
帰

侯
は
ん
す
ら
む
。

　
か
ち

京
こ
く
と
の
よ
り

う
ち
か
た
な
を
御

あ
つ
ら
へ
侯
。
大
事
に
侯

か
な
。
見
ら
る
へ
き
と
。

ひ
と
り
ー
［
類
］
独

て
お
の
目
－
［
類
］
て
を
の
め

こ
㌧
ろ
ー
［
類
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］
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］
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］
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］
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］
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◎
歌
合
の
第
一
番
、
殊
に
そ
の
左
は
、
最
重
要
の
人
物
を
配
す
る
慣
習
で
あ
っ
た
。
『
東
北
院
職
人
歌
合
』
の
一
番
は
、
医
師
と
陰
陽

師
、
『
鶴
岡
放
生
会
職
人
歌
合
』
は
、
楽
人
と
舞
人
（
こ
の
場
合
、
放
生
会
と
の
関
連
が
あ
ろ
う
）
、
『
三
十
二
番
職
人
歌
合
』
は
、
「
千
秋

万
歳
の
能
作
は
毎
年
正
月
の
佳
曲
な
れ
ば
、
諸
職
諸
道
の
最
初
に
出
て
、
歌
合
の
一
番
に
進
め
り
」
（
一
番
判
詞
）
と
し
て
、
千
秋
万
歳

法
師
が
一
番
の
左
と
な
っ
て
い
る
。
番
匠
と
鍛
冶
は
も
っ
と
も
早
く
専
業
化
の
進
ん
だ
職
人
で
、
「
世
間
の
鍛
冶
、
番
匠
ら
が
そ
の
道
を

伝
る
こ
と
は
…
…
」
（
；
冒
芳
談
）
の
よ
う
に
並
称
さ
れ
、
と
も
に
職
人
の
中
で
も
最
高
級
の
技
術
者
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
（
後
述
『
目

本
教
会
史
』
参
照
）

　
「
番
匠
」
と
は
、
も
と
律
令
制
で
大
和
、
飛
騨
な
ど
か
ら
交
替
で
木
工
寮
に
召
さ
れ
た
大
工
で
、
「
番
上
の
工
匠
」
の
意
。
「
大
工
」
の

語
も
本
来
、
律
令
制
の
職
員
の
名
で
あ
っ
た
が
、
平
安
時
代
か
ら
室
町
時
代
に
か
け
て
は
、
特
定
の
貴
族
や
寺
院
に
従
属
し
て
建
築
、
造

船
な
ど
に
携
わ
る
、
技
術
集
団
の
長
を
意
味
し
、
「
壁
大
工
」
「
檜
皮
大
工
」
「
畳
大
工
」
「
船
大
工
」
な
ど
の
語
が
あ
っ
た
。
一
方
で
、
戦

国
時
代
以
降
、
「
大
工
」
単
独
で
現
代
語
の
「
大
工
」
と
同
じ
意
味
を
表
す
よ
う
に
も
な
っ
た
。

　
「
か
ぢ
」
は
、
「
か
な
う
ち
（
金
打
）
」
の
転
詑
。
鍛
冶
に
は
当
時
、
刀
鍛
冶
と
農
具
鍛
冶
と
が
あ
っ
た
が
、
こ
こ
は
、
絵
お
よ
び
職
人

の
話
し
言
葉
か
ら
、
刀
鍛
冶
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

　
◎
を
し
な
を
す
…
…
　
『
飛
鳥
井
雅
康
　
職
人
歌
』
六
番
右
は
、
第
四
句
「
か
け
す
む
月
の
」
。
五
番
本
『
東
北
院
職
人
歌
合
』
二
番
右

（
ま
た
は
十
二
番
本
『
東
北
院
職
人
歌
合
』
三
番
右
）
番
匠
の
月
の
歌
と
同
想
の
歌
。

　
◎
を
し
な
を
す
　
形
の
歪
ん
だ
り
曲
が
っ
た
り
し
た
物
を
矯
正
す
る
。
「
く
◎
吐
§
g
洋
ω
ε
◎
｛
芦
ね
じ
れ
曲
が
っ
た
物
を
ま
っ
す
ぐ

に
す
る
、
ま
た
は
、
き
ち
ん
と
し
て
い
な
い
も
の
を
整
え
る
」
（
邦
訳
日
葡
辞
書
）
、
「
板
び
さ
し
の
端
の
出
た
り
し
を
、
御
枚
に
て
た
＼

き
入
ら
れ
て
、
…
…
（
コ
ノ
坊
ノ
）
破
れ
た
ら
ん
所
を
ば
見
付
次
第
に
か
様
に
押
し
直
す
べ
し
」
（
実
悟
記
）
。

　
◎
た
く
み
　
工
夫
。
大
工
の
こ
と
を
「
た
く
み
（
工
。
匠
）
」
と
も
言
っ
た
の
で
、
こ
れ
を
掛
け
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
　
ね

　
◎
す
み
か
ね
　
大
工
の
使
う
墨
と
曲
尺
。
転
じ
て
規
矩
術
。
「
ス
ミ
ガ
ネ
」
と
読
ん
で
曲
尺
に
同
じ
と
す
る
説
も
あ
る
が
、
伊
京
集
に

ス
ミ
カ
ネ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
ミ
カ
　
ネ

「
規
」
、
書
言
字
考
節
用
集
に
「
黒
曲
尺
」
、
目
葡
辞
書
に
「
旨
邑
8
冒
」
と
、
い
ず
れ
も
清
音
。
ま
た
、
「
墨
カ
ネ
ヲ
ウ
ツ
タ
ヤ
ウ
ニ
ス



ク
メ
ニ
云
テ
、
切
事
情
事
ノ
是
非
ヲ
キ
ツ
カ
ト
明
ニ
シ
タ
ソ
」
（
吏
記
抄
十
、
廿
四
ウ
）
、
「
案
縄
墨
ト
ハ
、
ト
コ
ハ
ト
コ
ノ
ト
ヲ
リ
ト
墨

カ
ネ
ヲ
ア
テ
タ
様
ナ
ソ
」
（
同
十
三
、
五
十
オ
）
、
棟
梁
□
ト
ニ
ハ
ナ
ラ
ヌ
木
ヲ
荘
子
ニ
モ
ア
ル
ソ
、
大
ナ
ハ
ヘ
ウ
セ
ウ
ト
シ
テ
、
ハ
レ
タ

ヤ
ウ
テ
、
ス
ミ
カ
ネ
カ
ア
テ
ラ
レ
ヌ
、
ア
テ
ヤ
ウ
カ
ナ
イ
ソ
、
小
イ
ハ
ユ
カ
ミ
ス
チ
ツ
テ
ナ
ラ
ヌ
ソ
」
（
毛
詩
抄
十
一
、
十
五
ウ
）
、
「
人
ノ

家
ノ
中
二
墨
金
ヲ
以
テ
作
タ
家
ハ
外
ニ
モ
ス
ミ
カ
有
ソ
、
其
如
ク
内
二
徳
カ
ア
レ
ハ
外
マ
テ
ヨ
イ
ソ
」
（
同
十
八
、
六
ウ
）
「
外
相
ヲ
、
・
、
テ

内
ノ
徳
ヲ
知
ヌ
ソ
、
墨
金
ヲ
ア
テ
・
ス
レ
ハ
外
カ
ユ
カ
マ
イ
テ
カ
ト
カ
有
ソ
」
（
同
十
八
、
七
オ
）
「
旨
邑
o
彗
①
．
大
工
の
イ
ン
ク
〔
墨
〕

と
直
角
に
曲
が
っ
た
も
の
さ
し
と
。
白
旨
邑
8
篶
g
ψ
蔚
膏
亭
計
る
た
め
に
イ
ン
ク
を
っ
け
、
直
角
に
曲
が
っ
た
も
の
さ
し
を
さ
し
当

て
て
み
る
」
（
邦
訳
目
葡
辞
書
）
等
の
例
か
ら
し
て
、
墨
と
曲
尺
、
ま
た
墨
と
曲
尺
を
も
っ
て
規
矩
す
る
こ
と
、
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
◎
さ
け
す
む
「
さ
げ
す
み
〔
下
墨
〕
」
を
動
詞
化
し
た
語
。
錘
を
用
い
て
柱
な
ど
が
傾
い
て
い
な
い
か
調
べ
る
こ
と
。
墨
壷
を
錘
に
代

用
し
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
よ
う
に
い
う
（
村
松
貞
次
郎
『
大
工
道
具
の
歴
史
』
）
。
こ
こ
は
、
月
が
中
天
に
あ
っ
て
ほ
し
い
七
願
っ
て
高
度

を
測
っ
て
み
る
の
だ
が
、
あ
い
に
く
西
に
傾
い
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
下
げ
す
む
」
に
月
が
「
澄
む
」
を
掛
け
る
。

　
◎
太
郎
つ
ち
　
弟
子
が
両
手
で
持
っ
て
使
う
大
槌
。
相
槌
。
柄
の
長
さ
三
尺
余
。
師
が
小
さ
な
槌
で
打
つ
の
と
交
互
に
弟
子
が
打
つ

（
山
本
唯
一
『
中
世
職
人
語
彙
の
研
究
』
）
。
「
畠
＆
§
g
巨
鍛
冶
屋
の
使
う
大
き
な
鉄
槌
」
（
邦
訳
日
葡
辞
書
）
。

　
◎
ふ
り
さ
け
み
れ
は
　
「
振
り
さ
け
見
る
」
は
、
は
る
か
遠
く
を
振
り
仰
ぐ
こ
と
。
「
天
の
原
振
り
さ
け
み
れ
ば
春
目
な
る
三
笠
の
山
に

出
で
し
月
か
も
〈
安
倍
仲
麿
〉
」
（
古
今
集
、
九
、
轟
旅
）
の
歌
の
よ
う
に
、
本
来
雄
大
な
自
然
を
想
起
さ
せ
る
言
葉
で
あ
る
が
、
こ
こ

は
、
古
き
鍛
冶
屋
の
家
の
中
か
ら
荒
れ
た
軒
を
通
1
し
て
月
を
覗
き
見
る
の
で
あ
る
。
あ
え
て
大
袈
裟
な
言
葉
を
用
い
た
と
こ
ろ
が
面
白

い
、
太
郎
槌
を
「
振
り
」
と
掛
け
る
。

　
◎
寄
合
に
は
か
た
ふ
く
月
あ
や
な
く
き
こ
ゆ
　
「
花
の
題
に
落
花
を
よ
み
、
月
の
題
に
暁
の
月
を
よ
む
事
あ
る
べ
か
ら
ず
。
歌
合
に
は

し
か
る
べ
か
ら
ず
」
（
詠
歌
一
体
）
、
「
限
り
あ
り
て
入
ら
ん
月
を
も
い
か
ゾ
せ
ん
山
の
端
ま
で
は
曇
ら
ず
も
が
な
（
判
詞
）
上
旬
は
落
月

に
や
と
見
え
侍
る
。
末
旬
は
東
峯
に
出
る
よ
り
西
山
に
傾
く
ま
で
曇
ら
ず
も
が
な
と
、
た
ゾ
大
方
の
事
と
聞
え
、
－
当
時
月
明
き
に
は
見
え

侍
ら
ず
」
（
治
承
三
年
十
月
十
八
目
右
大
臣
兼
実
家
歌
合
）
な
ど
に
見
る
よ
う
に
、
歌
合
の
月
の
歌
は
、
月
の
盛
り
を
詠
む
べ
き
も
の
と

さ
れ
て
い
た
。
『
東
北
院
職
人
歌
合
』
の
番
匠
の
同
想
の
歌
に
対
し
て
も
「
傾
く
月
と
詠
ま
れ
た
る
、
い
か
が
侍
ら
ん
。
月
の
寄
を
ば
盛

　
注
解
「
七
十
一
番
職
人
歌
合
」
稿
（
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
九



　
下
　
　
房
　
　
俊
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
〇

り
に
詠
む
べ
き
と
ぞ
古
き
寄
合
に
も
申
た
る
」
（
五
番
本
）
、
「
傾
く
月
に
詠
ま
れ
た
る
こ
そ
深
き
難
に
て
侍
れ
。
月
を
題
に
得
て
は
盛
り

に
詠
む
べ
き
な
り
」
（
十
二
番
本
）
と
同
様
の
指
摘
が
あ
る
。
第
五
番
檜
物
師
の
月
の
歌
「
汲
み
た
む
る
桶
な
る
水
に
影
見
れ
ば
月
を
さ

へ
こ
そ
曲
げ
入
れ
て
け
れ
」
に
対
し
て
、
「
月
を
曲
げ
入
る
る
こ
と
、
入
る
月
を
願
ふ
に
似
た
り
。
少
し
心
な
き
に
や
」
と
評
す
る
の
も

同
趣
旨
。
た
だ
し
、
傾
く
月
を
詠
ん
で
は
絶
対
に
い
け
な
い
か
と
い
え
ば
、
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
く
、
た
と
え
ば
、
四
十
五
番
右
、
鞍

細
工
の
月
の
歌
「
タ
ま
ぐ
れ
山
が
た
近
き
三
目
月
の
曲
が
り
な
が
ら
に
入
り
ぬ
べ
き
か
な
」
は
、
入
る
月
で
あ
り
、
三
目
月
と
い
う
点
で

も
異
例
で
あ
る
が
、
何
ら
難
茸
り
と
は
さ
れ
ず
、
「
詞
続
き
や
さ
し
」
と
し
て
勝
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
は
、
「
歌
合
に
傾
く
月
は
よ

く
な
い
」
と
い
う
公
式
を
表
明
す
る
こ
と
自
体
に
意
味
が
あ
っ
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
（
次
項
参
照
）

　
◎
一
番
の
左
な
れ
は
な
す
ら
へ
て
持
と
申
へ
し
　
「
一
番
左
歌
は
可
レ
優
之
由
、
故
人
所
レ
申
也
」
（
袋
草
子
）
、
「
左
の
歌
、
よ
ろ
し
き
に

は
あ
ら
ね
ど
、
　
一
番
の
左
な
る
に
よ
り
て
、
勝
と
定
め
申
す
」
（
治
承
三
年
十
月
十
八
目
右
大
臣
兼
実
家
歌
合
、
一
番
判
詞
）
、
「
殊
の
外

な
ら
ぬ
限
り
は
左
を
勝
た
す
る
こ
と
な
れ
ば
、
左
を
以
て
勝
と
為
す
」
（
永
縁
奈
良
房
歌
合
、
一
番
判
詞
）
、
「
一
番
の
左
は
多
く
は
勝
っ

こ
と
に
て
侍
れ
ど
も
、
こ
れ
は
い
と
目
驚
く
も
の
に
は
あ
ら
ず
。
…
…
し
か
れ
ど
も
一
番
の
左
に
こ
と
を
寄
せ
て
、
こ
と
さ
ら
勝
劣
を
決

せ
ざ
る
な
り
」
（
遠
島
御
歌
合
、
　
一
番
判
詞
）
の
よ
う
に
、
歌
合
の
一
番
は
左
を
勝
と
す
る
（
悪
く
て
も
持
）
と
い
う
慣
習
で
あ
っ
た
。

た
だ
し
今
の
場
合
、
左
歌
の
「
傾
く
月
」
は
確
か
に
致
命
的
な
欠
点
と
言
い
う
る
が
、
こ
こ
は
、
左
右
の
歌
の
実
際
の
優
劣
よ
り
も
、
上

の
よ
う
な
歌
合
の
慣
習
に
傲
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
い
か
に
も
も
っ
と
も
ら
し
い
歌
合
に
見
せ
か
け
る
た
め
の
処
置
で
あ
っ
た
の
だ
、
と
い

え
よ
う
。
「
一
番
の
左
歌
、
負
に
定
め
侍
る
こ
と
も
そ
の
例
な
き
に
あ
ら
ざ
れ
ば
」
（
永
正
五
年
狂
歌
合
、
一
番
判
詞
）
、
「
一
番
の
左
と
い

ひ
、
…
…
勝
と
定
め
侍
り
て
む
」
（
調
度
歌
合
、
　
一
番
判
詞
）
、
「
且
ハ
歌
合
ノ
例
二
任
セ
テ
左
ヲ
以
テ
勝
ト
為
ス
」
（
玉
吟
抄
、
一
番
判

詞
）
と
、
狂
歌
合
に
こ
の
こ
と
の
指
摘
が
こ
と
さ
ら
多
い
こ
と
は
、
　
一
般
の
歌
合
以
上
に
歌
合
の
典
型
を
求
め
た
結
果
で
は
な
か
ろ
う

か
。
コ
ニ
十
二
番
職
人
歌
合
』
第
一
番
の
判
詞
に
も
、
「
歌
合
の
一
番
の
左
は
勝
の
字
お
ほ
む
ね
定
ま
れ
る
や
う
な
れ
ど
も
、
こ
の
番
に
を

き
て
は
持
と
っ
け
侍
る
べ
し
」
と
あ
る
。
「
を
し
な
を
す
…
…
」
と
同
想
の
歌
は
、
す
で
に
『
東
北
院
職
人
歌
合
』
に
あ
っ
て
、
判
詞
で

当
歌
合
の
場
合
と
同
様
の
欠
点
を
指
摘
さ
れ
て
お
り
（
前
項
参
照
）
、
こ
こ
は
ほ
と
ん
ど
『
東
北
院
職
人
歌
合
』
の
剰
窃
と
い
っ
て
も
よ

い
ほ
ど
で
あ
る
。
し
か
し
『
東
北
院
職
人
歌
合
』
に
お
い
て
は
、
そ
の
歌
の
出
て
く
る
番
は
第
二
番
（
五
番
本
）
ま
た
は
第
三
番
（
十
二



番
本
）
で
、
か
つ
左
が
鍛
冶
、
右
が
番
匠
で
あ
っ
た
。
し
か
も
十
二
番
本
の
場
合
は
、
そ
の
歌
は
欠
点
を
指
摘
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
結
果
的
に
は
「
月
を
惜
し
ま
れ
た
る
こ
こ
ろ
ざ
し
捨
て
が
た
し
」
と
し
て
勝
と
判
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
当
歌
合
で
は
、
両
者
の

番
を
第
一
番
に
据
え
左
右
を
入
れ
換
え
て
、
番
匠
に
対
し
て
一
番
左
と
い
う
最
重
要
の
地
位
を
与
え
た
わ
け
で
あ
る
。
番
匠
や
鍛
冶
の
地

位
に
つ
い
て
は
前
述
し
た
が
、
番
匠
が
あ
え
て
一
番
左
を
襲
う
こ
と
の
で
き
た
理
由
の
一
半
は
、
彼
の
歌
が
、
傾
く
月
を
詠
む
と
い
う
、

歌
合
の
歌
と
し
て
は
致
命
的
な
、
従
っ
て
極
め
て
分
か
り
や
す
い
欠
点
を
持
っ
て
い
た
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
致
命
的
な

欠
点
を
す
か
さ
ず
指
摘
す
る
こ
と
、
そ
の
一
方
で
「
一
番
の
左
な
れ
ば
」
と
い
う
理
由
で
持
と
い
う
判
定
を
く
だ
す
こ
と
、
こ
の
い
ず
れ

も
が
一
般
の
歌
合
に
お
い
て
、
い
か
に
も
「
あ
り
そ
う
な
」
こ
と
な
の
で
あ
る
。
な
お
、
『
七
十
一
番
職
人
歌
合
』
の
直
接
の
元
と
考
え

ら
れ
る
『
飛
鳥
井
雅
康
　
職
人
歌
』
（
岩
崎
佳
枝
氏
「
『
職
人
歌
合
』
と
飛
鳥
井
雅
康
」
）
に
お
い
て
も
、
鍛
冶
。
番
匠
は
な
お
第
六
番
に

置
か
れ
て
い
る
。

　
◎
ひ
と
り
ふ
し
木
「
ひ
と
り
臥
し
」
と
「
節
木
」
と
を
掛
け
る
◎
「
節
木
」
は
節
の
多
い
下
等
な
木
材
。
「
荒
作
り
」
だ
か
ら
節
木
で

間
に
合
わ
せ
る
の
で
あ
る
。

　
◎
て
お
の
目
の
あ
は
む
と
す
ら
ん
　
「
て
お
の
目
」
は
「
手
斧
目
」
で
、
チ
ョ
ウ
ノ
メ
と
読
む
。
チ
ョ
ウ
ナ
メ
の
転
。
室
町
時
代
中
頃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
が

ま
で
目
本
に
は
、
製
材
用
の
縦
挽
き
の
鋸
（
大
鋸
）
は
な
か
っ
た
。
角
材
や
板
は
、
斧
や
模
や
割
襲
を
用
い
て
木
を
割
り
、
表
面
を
手
斧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
が

や
槍
鉋
で
仕
上
げ
た
。
大
鋸
の
出
現
に
伴
っ
て
台
鉋
も
普
及
し
、
精
巧
な
工
作
が
可
能
に
な
っ
た
（
大
工
道
具
の
歴
史
）
。
手
斧
は
角
材

や
板
の
表
面
を
は
っ
っ
て
平
ら
に
す
る
J
字
型
の
工
具
。
そ
の
刃
の
跡
が
「
て
お
の
目
」
。
「
て
お
の
目
の
あ
ふ
」
と
は
、
手
斧
が
け
が
恩

い
通
り
に
出
来
る
こ
と
を
言
う
の
で
あ
ろ
う
。
恋
人
に
「
逢
ふ
」
を
掛
け
る
。
な
お
、
手
斧
は
、
墨
壷
と
並
ん
で
番
匠
を
象
徴
す
る
遣
具

で
、
仕
事
始
め
に
は
「
手
斧
始
め
」
と
い
う
儀
式
が
行
わ
れ
た
。

　
◎
う
ら
め
し
や
…
…
　
『
飛
鳥
井
雅
康
職
人
歌
』
六
番
左
に
同
じ
。

　
◎
人
の
こ
㌧
ろ
の
あ
ら
や
す
り
　
「
人
の
心
の
荒
」
し
、
と
「
荒
鑛
」
と
を
掛
け
る
。
「
荒
鐘
」
は
目
の
粗
い
鑛
か
。

　
◎
ひ
か
き
め
、
檜
垣
の
月
か
。
「
せ
め
て
檜
垣
の
目
越
し
に
で
も
覗
い
て
み
た
い
も
の
だ
が
、
そ
れ
さ
え
も
出
来
な
い
」
の
意
か
。
「
引

掻
目
」
を
掛
け
る
。
「
引
掻
目
」
は
、
鑛
な
ど
で
削
っ
た
跡
。
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下
房
俊
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
二

　
◎
我
ら
も
け
さ
は
…
…
　
右
の
鍛
冶
の
言
葉
に
応
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
左
右
の
職
人
で
応
答
す
る
形
に
な
っ
て
い
る
も
の
に
は
、
こ

の
他
、
十
八
番
饅
頭
売
と
法
論
味
噌
売
、
三
十
四
番
医
師
と
陰
陽
師
、
三
十
五
番
米
売
と
豆
売
な
ど
が
あ
る
。

　
◎
我
ら
も
　
白
石
本
「
我
も
」
。
尊
経
閣
本
、
類
従
本
「
我
ミ
も
」
、
忠
寄
本
、
明
暦
板
本
、
「
我
㌧
も
」
と
読
め
る
が
、
「
ミ
」
「
㌧
」
と

「
ら
一
と
は
区
別
し
が
た
い
。
因
み
に
、
菱
川
師
宣
の
一
和
国
諸
職
絵
っ
く
し
一
は
「
わ
れ
く
も
一
。
「
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
と
の
ほ
か
酔

い
て
、
顔
が
赤
く
な
り
て
」
（
藤
袋
の
草
子
）
、
「
く
胃
Φ
曇
わ
れ
わ
れ
、
ま
た
は
、
私
」
（
邦
訳
目
葡
辞
書
）
、
「
曽
県
代
名
詞
の
あ
る
も
の
、

た
と
え
ば
、
『
私
』
を
意
味
す
る
く
汁
①
昌
や
属
①
賞
ψ
な
ど
に
連
接
す
る
助
辞
。
そ
れ
は
、
自
分
自
身
を
卑
下
し
て
、
ち
ょ
う
ど
『
私

の
よ
う
な
者
』
な
ど
と
言
う
よ
う
な
意
味
で
あ
る
」
（
同
）
の
よ
う
に
、
「
わ
れ
わ
れ
」
「
わ
れ
ら
」
と
も
に
単
数
の
自
称
代
名
詞
と
し
て

も
用
い
ら
れ
た
が
、
十
八
番
右
、
法
論
味
噌
売
、
三
十
四
番
右
、
陰
陽
師
、
三
十
五
番
右
、
豆
売
、
六
十
五
番
右
、
法
華
宗
、
六
十
七
番

左
、
比
丘
尼
、
同
右
、
尼
衆
の
話
し
言
葉
、
お
よ
び
尼
衆
の
歌
に
、
諸
本
多
く
「
我
ら
」
「
わ
れ
ら
」
「
我
等
」
と
あ
る
の
で
、
今
そ
れ
に

傲
っ
て
お
く
。
「
わ
れ
ら
」
の
「
ら
」
は
、
人
を
表
す
名
詞
（
代
名
詞
）
に
っ
い
て
謙
遜
な
ど
の
気
持
ち
を
添
え
る
接
尾
語
。

　
◎
相
国
寺
　
京
都
五
山
の
一
。
現
京
都
市
上
京
区
。
臨
済
宗
相
国
寺
派
の
大
本
山
。
永
徳
二
年
（
二
二
八
二
）
、
足
利
義
満
創
建
。
開

山
、
夢
窓
疎
石
。
応
仁
元
年
（
一
四
六
七
）
、
東
軍
の
陣
と
な
り
、
西
軍
の
攻
撃
に
よ
っ
て
全
焼
し
た
が
、
そ
の
後
文
明
五
年
1
（
一
四
七

三
）
か
ら
再
建
が
始
ま
り
、
文
明
末
年
（
～
一
四
八
七
）
に
は
本
格
的
な
工
事
が
行
わ
れ
、
永
正
年
間
（
一
五
〇
四
z
二
一
）
に
は
旧
観

に
復
し
た
。
「
相
国
寺
へ
又
め
さ
れ
侯
」
は
、
こ
の
相
国
寺
再
建
当
時
を
反
映
す
る
の
で
あ
ろ
う
。

　
◎
め
さ
れ
候
「
侯
」
は
「
ソ
ウ
」
（
「
さ
ふ
」
「
さ
う
」
「
そ
ふ
」
ま
た
は
「
そ
う
」
）
と
読
む
べ
き
か
。
「
ソ
ウ
」
は
「
さ
ふ
ら
ふ
」
の

転
詑
で
、
中
世
以
降
の
口
語
で
、
補
助
動
詞
な
い
し
助
動
詞
と
し
て
多
く
用
い
ら
れ
た
。
た
だ
し
、
本
歌
合
の
職
人
の
話
し
言
葉
で
は

「
侯
」
系
の
語
は
頻
出
す
る
が
、
仮
名
書
き
の
例
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
確
実
な
こ
と
は
言
え
な
い
。
た
だ
、
「
播
磨
鍋
買
は
し
ま
へ
。
釜
も

さ
ら
う
ぞ
（
［
類
］
さ
ふ
ら
う
ぞ
）
。
ほ
し
が
る
人
あ
ら
ば
仰
せ
ら
れ
よ
。
弦
を
も
か
け
て
さ
う
」
（
六
番
左
、
鍋
売
）
、
「
髭
の
あ
る
は
家
の

恥
に
て
さ
う
ぞ
」
（
十
五
番
左
、
蛤
売
）
、
「
御
用
や
さ
ふ
ら
ふ
」
（
四
十
一
番
左
、
牙
槍
）
の
例
に
傲
っ
て
、
取
り
敢
え
ず
、
本
動
詞
の
場

合
は
「
ソ
ウ
ロ
ウ
」
、
補
助
動
詞
な
い
し
助
動
詞
の
場
合
は
「
ソ
ウ
」
と
考
え
て
お
く
。
た
だ
し
、
次
の
「
暮
て
そ
帰
侯
は
ん
す
ら
む
」

の
「
侯
は
ん
」
は
「
ソ
ロ
は
ん
」
で
あ
ろ
う
◎
「
ソ
ロ
」
は
同
じ
く
「
さ
ふ
ら
ふ
」
の
転
靴
で
あ
る
が
、
「
ソ
ウ
」
よ
り
は
古
い
言
葉
。



　
◎
暮
て
そ
帰
候
は
ん
す
ら
む
　
『
犬
っ
く
ば
集
』
に
、
「
今
目
も
暮
る
る
と
帰
る
番
匠
／
山
寺
の
入
相
の
鐘
を
腰
に
さ
し
」
と
あ
る
よ
う

に
、
仕
事
の
性
質
上
、
番
匠
は
目
が
暮
れ
る
と
早
々
に
仕
事
を
終
え
て
帰
る
も
の
で
あ
っ
た
、

　
◎
京
こ
く
と
の
　
京
極
氏
の
こ
と
。
京
極
氏
は
近
江
の
守
護
で
、
飛
弾
、
出
雲
、
隠
岐
三
国
の
守
護
を
も
兼
ね
、
宝
町
幕
府
の
四
職
家

の
一
と
し
て
勢
力
を
誇
っ
て
い
た
が
、
文
明
二
年
（
一
四
七
〇
）
持
清
の
没
後
、
嫡
孫
高
清
と
庶
子
政
経
と
の
間
で
内
紛
が
起
こ
り
、
こ

れ
に
伴
っ
て
、
家
臣
家
の
分
裂
、
六
角
、
土
岐
、
斎
藤
氏
と
の
対
立
抗
争
が
相
次
ぎ
、
明
応
二
年
（
一
四
九
三
）
政
経
が
、
八
尾
城
に
退

去
す
る
ま
で
続
い
た
（
文
明
の
内
訂
）
。
京
極
氏
は
こ
の
一
連
の
抗
争
で
急
激
に
衰
退
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
な
お
、
明
応
九
年
（
一
五

〇
〇
）
頃
は
政
経
の
子
材
宗
が
高
清
と
争
っ
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
ち
が
た
な

　
◎
う
ち
か
た
な
　
明
暦
板
本
は
「
さ
ち
か
た
な
」
。
こ
れ
で
も
意
味
は
通
じ
る
が
、
「
さ
」
は
「
う
」
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。
「
打
刀
」
は

室
町
時
代
に
流
行
し
た
、
刃
を
上
に
し
て
腰
に
差
す
刀
。
近
世
の
普
通
の
腰
刀
の
原
型
。
南
北
朝
時
代
ま
で
は
刃
を
下
に
し
て
偏
く
太
刀

が
主
流
で
あ
っ
た
が
、
室
町
時
代
に
な
っ
て
戦
法
の
変
化
（
騎
馬
の
射
戦
か
ら
徒
歩
の
集
団
戦
へ
）
に
応
じ
て
、
即
戦
力
に
勝
る
打
刀

（
刃
を
上
に
し
て
い
る
か
ら
、
刀
を
抜
く
動
作
と
相
手
に
切
り
付
け
る
動
作
が
同
時
に
で
き
る
）
が
普
及
し
た
。
室
町
時
代
末
期
に
は
太

刀
の
侃
用
は
全
く
廃
れ
、
打
刀
に
脇
差
（
小
型
の
打
刀
）
を
添
え
る
の
が
普
通
と
な
っ
た
。
本
来
た
だ
「
刀
」
と
言
え
ば
一
般
に
短
刀
を

意
味
し
、
そ
れ
は
突
き
刺
す
た
め
の
武
器
で
あ
っ
た
の
で
、
そ
れ
と
区
別
し
て
、
打
ち
付
け
て
切
る
刀
と
い
う
意
味
で
「
打
刀
」
と
言
っ

た
。
（
佐
藤
貫
一
、
『
目
本
の
刀
剣
』
）

　
◎
見
ら
る
へ
き
と
　
類
従
本
「
か
＼
る
へ
き
と
」
。
前
の
「
か
な
」
か
ら
続
く
か
。
伊
勢
貞
丈
の
『
職
人
尽
歌
合
詞
書
の
内
難
解
』
に

は
、
「
か
な
か
㌧
る
へ
き
と
　
本
に
、
か
な
見
ら
る
べ
き
と
あ
り
。
か
な
あ
ぢ
を
こ
＼
ろ
見
る
と
い
ふ
事
な
る
べ
し
。
た
め
し
物
を
し
て

見
る
事
な
る
べ
し
」
と
あ
る
が
、
未
考
。
な
お
、
「
べ
き
と
」
に
似
た
言
い
方
は
、
二
十
九
番
右
、
沓
造
の
言
葉
に
も
、
「
鞠
沓
は
は
だ
か

な
る
は
わ
ろ
き
と
」
と
あ
る
。

丙
絵
】

　
番
匠
は
折
烏
帽
子
、
直
垂
、
袴
姿
に
帯
刀
。
手
に
持
っ
て
い
る
の
が
手
斧
。
そ
の
前
に
、
曲
尺
、
墨
壷
、
襲
、
槌
を
置
く
。
墨
壷
か
ら

墨
縄
が
出
て
い
て
、
そ
の
先
に
付
い
て
い
る
の
は
、
軽
子
と
い
う
、
墨
縄
の
端
を
木
材
に
固
定
す
る
た
め
の
部
品
。
明
暦
板
本
、
類
従
本
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下
　
　
　
房
　
　
一
俊
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
四

は
、
こ
の
墨
縄
と
軽
子
を
落
と
す
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
な
ば
し
　
　
　
　
　
　
か
な
と
こ
　
　
か
な
し
き

　
鍛
冶
は
同
じ
く
折
烏
帽
子
、
直
垂
、
袴
。
刀
は
不
明
。
右
手
に
鎚
、
左
手
に
鉄
箸
。
前
に
鉄
床
（
鉄
敷
）
。
刀
身
を
こ
の
上
に
置
き
、

鉄
箸
で
挟
み
持
っ
て
、
鎚
で
打
ち
鍛
え
る
。
手
前
に
や
や
小
型
の
鎚
と
、
刀
身
の
入
っ
た
箱
。

丙
参
考
】

　
○
　
衣
打
つ
槌
の
響
き
に
目
は
暮
れ
て

　
　
ま
が
ね

　
　
真
金
焼
く
な
り
太
刀
作
る
人
　
日
晟
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
享
徳
千
句
、
四
）

　
○
　
み
か
き
た
ふ
鍛
冶
が
所
の
煎
り
豆
に
老
い
の
歯
金
も
あ
ら
は
れ
に
け
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
再
昌
草
）

　
〇
　
一
寸
二
寸
に
か
が
む
冬
の
夜

　
　
番
匠
の
か
ね
の
ご
と
く
に
身
は
冷
え
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
犬
っ
く
ば
集
）

　
○
　
番
匠
の
遁
世
し
た
る
な
り
を
み
よ

　
　
さ
い
づ
ち
頭
剃
り
ぞ
俺
び
ぬ
る

　
　
　
　
　
　
て
う
の

　
　
額
に
残
る
餅
さ
か
や
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
（
同
）

　
○
さ
て
弁
慶
思
ふ
や
う
、
…
…
か
く
い
さ
か
ひ
を
せ
ん
に
は
太
刀
刀
な
く
て
は
叶
ふ
ま
じ
と
て
、
三
条
の
小
鍛
冶
が
も
と
に
行
き
て
申

し
け
る
は
、
「
こ
れ
は
右
大
臣
宗
盛
公
の
御
使
ひ
に
て
侯
ふ
。
太
刀
を
四
尺
六
寸
、
刀
は
九
寸
五
分
、
同
じ
く
二
尺
一
寸
の
打
刀
、
こ
の

　
　
　
　
か
ね

分
、
急
ぎ
鉄
を
改
め
打
ち
て
進
上
あ
る
べ
し
。
や
が
て
奉
行
に
は
某
参
り
た
る
」
と
て
、
守
り
詰
め
て
こ
そ
打
た
せ
け
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
べ
ん
け
い
ざ
う
し
）

　
　
と
う
な
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
つ
る
ぎ
　
　
か
ね

　
○
童
男
壇
の
上
に
あ
が
り
、
童
男
壇
の
上
に
あ
が
つ
て
、
宗
近
に
三
拝
の
膝
を
屈
し
、
さ
て
御
剣
の
鉄
は
と
問
へ
ば
、
宗
近
も
恐
悦
の

心
を
先
と
し
て
、
鉄
取
り
出
だ
し
教
へ
の
鎚
を
、
は
つ
た
と
打
て
ば
ち
や
う
と
打
っ
、
ち
や
う
ち
や
う
ち
や
う
と
打
ち
重
ね
た
る
鎚
の

音
、
天
地
に
響
き
て
お
び
た
た
し
や
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
謡
曲
、
小
鍛
冶
、
謡
曲
大
観
に
よ
る
）

○
こ
な
た
の
い
よ
く
大
名
に
な
ら
せ
ら
れ
て
、
御
普
請
の
な
さ
れ
う
御
瑞
相
に
、
番
匠
の
音
が
致
す
。
く
わ
た
く
く
わ
っ
た
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
虎
明
本
狂
言
、
財
の
つ
ち
）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
い
づ
ち
　
の
乙
ぎ
り
　
き
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
み
き
し

　
○
番
匠
屋
の
娘
子
の
召
し
た
り
や
椎
子
、
肩
に
番
匠
箱
、
腰
に
小
襲
、
小
手
、
斧
、
掻
槌
や
鋸
、
鎮
、
忘
れ
た
り
や
墨
芯
、
裾
に
鉋
属

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
ぢ
よ

吹
き
や
散
ら
い
た
、
ば
つ
と
散
ら
い
た
、
和
女
に
名
残
は
惜
し
け
れ
ど
も
よ
、
浦
や
瀬
戸
の
手
ぐ
り
舟
が
急
ぐ
程
に
よ
、
ホ
ウ
イ
頓
て
戻

ろ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
保
教
本
ハ
舞
、
番
匠
屋
）

○
し
て
へ
な
に
く
粟
田
口
の
名
尽
し
の
事
、
ト
云
テ
、
藤
林
、
藤
馬
と
て
兄
弟
あ
る
べ
し
、
と
あ
る
が
、
い
づ
れ
の
流
れ
ぞ
、
ト

云
。
へ
其
ノ
通
リ
云
。
　
ア
ト
ヘ
藤
馬
丞
の
流
れ
じ
や
、
ト
云
。
＼
其
ノ
通
リ
云
。
　
し
て
へ
藤
馬
丞
は
惣
領
な
り
。
殊
に
重
宝
じ
や
、
ト
云

　
　
は
ぱ
き

テ
、
鏑
元
黒
き
事
第
一
た
る
べ
し
。
黒
い
か
問
う
て
来
い
、
ト
云
。
へ
其
ノ
通
リ
云
。
　
ア
ト
ヘ
常
に
濡
子
の
匿
巾
を
致
す
に
よ
っ
て
、
随

分
黒
う
ご
ざ
る
、
ト
云
。
　
へ
其
ノ
通
リ
云
。
　
し
て
へ
是
は
誠
に
黒
か
ら
う
ト
云
テ
、
　
し
て
へ
い
か
に
も
刃
強
た
る
べ
し
、
と
あ
る
、
ト

云
。
へ
其
ノ
通
リ
云
。
　
ア
ト
ヘ
た
ゾ
今
お
前
で
岩
、
岩
石
な
り
と
も
噛
み
割
っ
て
お
目
に
か
け
う
、
ト
云
。
へ
其
ノ
通
リ
云
。
　
し
て
へ
強

い
歯
じ
や
、
ト
云
。
　
し
て
く
い
か
に
も
古
身
た
る
べ
し
、
ト
云
。
　
ア
ト
ヘ
生
ま
れ
て
こ
の
か
た
湯
風
呂
を
致
さ
ぬ
ほ
ど
に
、
随
分
古
身
で

あ
ら
う
、
ト
云
。
　
し
て
へ
こ
れ
は
古
身
で
あ
ら
う
。
さ
り
な
が
ら
む
さ
い
こ
と
じ
や
、
ト
云
。
　
し
て
へ
両
銘
確
か
に
あ
る
べ
し
、
と
あ

る
、
ト
云
。
　
ア
ト
ヘ
上
京
に
姉
が
あ
り
（
娘
あ
り
）
、
下
京
に
妹
が
一
人
ご
ざ
る
（
こ
れ
に
も
女
子
あ
り
）
ほ
ど
に
、
こ
れ
も
両
姪
で
ご

ざ
ら
う
か
、
ト
云
。
へ
其
ノ
通
リ
云
。
　
し
て
へ
こ
れ
は
疑
い
も
な
い
両
姪
じ
や
。
両
銘
は
出
来
物
な
り
。
　
（
天
理
本
狸
言
、
粟
田
口
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
よ
い

　
○
京
か
ら
下
る
京
番
匠
の
肌
に
召
し
た
目
結
は
、
肩
は
弓
摺
り
矢
目
摺
り
腰
は
靱
摺
り
や
れ
、
目
結
惟
子
い
っ
逢
ひ
初
め
て
遂
げ
う
ぞ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
田
植
草
紙
）

　
○
畠
山
六
郎
殿
の
差
い
た
る
太
刀
に
こ
そ
な
、
干
両
ば
か
り
の
金
は
か
か
り
た
り
、
刀
に
は
仁
王
三
郎
、
太
刀
に
わ
備
前
兼
光
、
六
郎

　
　
さ
す
が

殴
の
剃
刀
は
ゑ
そ
の
突
き
折
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
　
　
　
　
　
　
　
（
同
）

　
○
わ
れ
ら
の
家
屋
は
、
石
と
石
灰
で
（
作
ら
れ
る
）
。
彼
ら
の
は
、
木
、
竹
、
藁
、
お
よ
び
土
で
（
作
ら
れ
る
）
◎

　
　
　
（
目
本
覚
書
、
六
、
松
田
毅
一
、
E
・
ヨ
リ
ツ
セ
ン
『
フ
ロ
イ
ス
の
目
本
覚
書
』
〈
昭
和
五
十
八
年
、
中
央
公
論
杜
〉
に
よ
る
）

　
○
わ
れ
ら
の
（
家
屋
）
は
、
地
下
に
基
礎
が
あ
る
。
目
本
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
柱
の
下
に
た
だ
ひ
と
っ
の
石
が
あ
る
。
（
そ
の
石
は
み

な
）
地
上
で
あ
る
◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
同
、
六
）

　
○
わ
れ
ら
の
大
工
は
立
っ
て
仕
事
を
す
る
◎
彼
ら
の
（
国
の
大
工
）
は
、
お
お
む
ね
っ
ね
に
坐
っ
て
仕
事
を
す
る
。
　
　
（
同
、
六
）

　
注
解
『
七
十
一
番
職
人
歌
合
』
稿
（
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
五



　
　
下
房
俊
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
六

　
〇
ヨ
ー
・
ロ
ッ
パ
で
は
、
大
工
に
も
〔
そ
ぴ
〕
雇
人
に
も
食
事
を
出
さ
な
い
。
目
本
で
は
、
仕
事
場
に
対
し
て
の
み
な
ら
ず
、
（
た
と
え

食
事
を
供
し
た
と
て
）
何
も
し
て
く
れ
な
い
（
大
工
の
）
若
者
に
（
さ
え
）
食
事
を
出
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
同
、
六
）

　
○
わ
れ
ら
の
手
斧
は
、
大
き
く
、
幅
が
広
く
、
多
く
の
用
途
が
あ
る
。
日
本
人
の
は
（
そ
れ
か
ら
見
れ
ば
）
玩
具
の
よ
う
な
も
の
で
あ

る
◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
！
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
同
、
六
）

　
○
日
本
人
の
間
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
技
術
者
の
う
ち
で
、
こ
の
技
術
〔
建
築
術
〕
を
身
に
っ
け
た
者
が
最
も
す
ぐ
れ
た
者
と
さ
れ
、
彼
ら

　
　
　
　
フ
ェ
レ
イ
ロ

と
武
具
の
鍛
冶
工
と
の
間
に
抗
争
が
見
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
こ
れ
は
他
の
技
術
の
よ
う
に
低
級
な
賎
し
い
も
の
で
は
な
く
て
、
王
国
全
土

に
わ
た
っ
て
、
こ
れ
を
本
業
と
す
る
者
が
無
数
に
い
て
、
そ
れ
ら
は
弟
子
を
か
か
え
て
仕
込
ん
で
い
る
。
…
…
彼
ら
は
わ
れ
わ
れ
の
所

〔
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
〕
に
あ
る
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
工
具
を
持
っ
て
い
る
が
、
そ
の
工
具
は
は
な
は
だ
優
秀
で
良
質
の
も
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば

エ
ン
シ
ョ
ー
　
セ
ビ
ー
リ
ョ
　
メ
デ
イ
ー
ダ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ェ
ス
ク
ワ
ー
ド
ラ

手
斧
、
　
鉋
、
　
目
盛
に
よ
っ
て
分
け
ら
れ
た
直
角
定
規
で
、
こ
の
目
盛
は
す
べ
て
の
単
位
の
中
で
最
小
の
も
の
で
あ
る
一
ポ
ン
ト
〔
分
〕

か
ら
始
ま
る
が
、
そ
れ
は
数
学
上
の
グ
ラ
ー
ウ
に
ほ
ぼ
対
応
す
る
。
…
…
こ
の
よ
う
に
し
て
こ
の
直
角
定
規
で
あ
ら
ゆ
る
寸
法
を
整
え

る
。
な
お
彼
ら
は
ま
た
さ
ま
ざ
ま
な
襲
、
鋸
、
錐
、
そ
の
他
大
変
す
ぐ
れ
た
造
作
に
使
う
道
具
を
持
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
わ
1
れ
わ
れ

の
持
た
な
い
も
の
で
あ
る
、

　
　
　
　
　
　
　
　
（
目
本
教
会
吏
二
－
三
、
土
井
忠
生
他
訳
『
日
本
教
会
史
』
〈
昭
和
四
十
二
～
四
十
五
年
、
岩
波
書
店
〉
に
よ
る
）

　
○
こ
の
技
術
〔
建
築
術
〕
の
次
に
置
か
れ
る
の
が
、
鉄
を
加
工
す
る
技
術
、
こ
と
に
目
本
人
が
大
い
に
誇
り
と
し
て
い
る
攻
撃
用
武
器

の
技
術
で
あ
る
、
そ
し
て
こ
の
技
術
は
晶
位
や
〔
世
人
の
〕
尊
敬
と
い
う
点
で
前
述
の
技
術
と
相
競
っ
て
お
り
、
あ
ら
ゆ
る
職
人
の
な
か

で
首
位
を
占
め
る
の
は
こ
の
技
術
で
あ
る
か
、
そ
れ
と
も
木
造
建
築
の
そ
れ
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
に
っ
い
て
大
論
争
が
起
き
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
同
、
二
－
三
）

丙
職
人
尽
』



〔
十
二
番
本
　
東
北
院
職
人
歌
合
〕
　
六
番
右
　
壁
塗

し
ら
つ
ち
を
か
さ
ね
て
し
ろ
き
月
と
見
て
も
ろ
こ
し
ま
て
の
む
か
し
を
そ
し
る

　
　
右
寄
、
五
文
字
耳
に
た
ち
て
侍
れ
と
も
、
漢
家
三
十
六
宮
の
心
を
存
ら
れ
た
り
。
証
文
た
し
か
な
る
に
っ
き
て
勝
と
す
へ
し
。

し
の
へ
と
も
し
た
ち
よ
わ
な
る
古
か
へ
の
た
㌧
こ
ほ
れ
な
る
我
な
み
た
か
な

　
　
…
…
右
、
た
＼
こ
ほ
れ
な
る
我
涙
哉
と
よ
み
た
る
姿
、
見
所
有
て
お
も
し
ろ
く
侍
。
侃
持
た
る
へ
し
。

〔
飛
烏
井
雅
康
　
職
人
歌
〕
　
五
番
右
　
さ
く
わ
ん

ふ
る
里
の
か
へ
の
く
っ
れ
の
月
影
は
ぬ
る
よ
な
く
て
そ
み
る
へ
か
り
け
る

　
〔
伝
烏
丸
光
広
作
職
人
歌
合
〕
六
番
右
　
壁
塗
　
窓
際
の
手
際
を
思
ふ
壁
塗
は
こ
て
を
枕
の
夢
の
内
に
も
　
〔
長
崎
一
見
　
職
人
一
首
〕
七
番
左

左
官
花
塗
り
は
す
っ
き
り
花
の
さ
く
わ
ん
ま
で
口
ず
さ
み
ぬ
る
こ
て
お
し
ぞ
思
ふ
　
左
、
物
言
ふ
こ
と
も
い
さ
白
壁
の
方
を
の
み
言
い
散
ら
し
た
る
、

花
の
歌
と
も
覚
え
ぬ
業
な
り
。
誠
に
似
合
ひ
た
る
風
俗
、
勿
体
に
現
れ
聞
こ
ゆ
。
・
…
－
右
の
可
為
勝
　
〔
後
撰
夷
曲
集
〕
左
官
　
田
楽
を
爽
る
左
官
の
壁

に
こ
そ
山
淑
味
噌
を
も
こ
て
に
塗
る
ら
め
　
〔
銀
葉
夷
歌
集
〕
寄
茨
板
恋
　
野
根
板
の
薄
き
情
も
あ
る
な
ら
ば
泪
の
雨
の
漏
る
を
止
め
ん
　
〔
人
倫
訓
藻
図

彙
〕
左
官
壁
塗
な
り
。
燕
の
巣
を
作
る
を
見
て
塗
り
始
め
し
と
な
り
。
看
板
に
炭
櫃
を
出
す
。
左
官
と
い
ふ
は
出
所
考
へ
ず
。
　
／
　
屋
祢
葺
　
声
高

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
り
ふ
き

ぐ
わ
め
く
者
な
り
。
檜
皮
、
木
け
ら
、
執
葺
あ
り
。
民
家
に
は
草
葺
、
数
寄
屋
。
萱
葺
師
、
伏
見
に
住
す
。
〔
今
様
職
人
尽
百
人
一
首
〕
屋
根
方
屋
根

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ま
い

の
裏
に
釘
打
っ
音
の
拍
子
よ
く
軒
の
木
舞
に
板
わ
葺
き
っ
つ
　
「
さ
あ
、
飯
に
行
か
ふ
は
。
な
ん
と
六
兵
衛
、
南
と
出
よ
ふ
か
」
「
こ
の
ご
ろ
は
土
手
が
水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
さ

嵩
だ
。
行
か
れ
ま
い
」
「
板
を
遣
ろ
ふ
か
な
」
／
　
左
官
師
　
大
方
の
萄
を
踏
み
分
け
土
握
ね
の
鐘
塗
る
腕
の
朝
は
冷
た
し
　
「
後
に
欽
も
う
ぞ
」
「
お

お
、
茄
木
も
廃
く
ぞ
。
こ
れ
か
ら
腰
巻
に
か
か
ろ
う
は
。
伝
兵
衛
、
窃
が
少
な
い
」
「
ち
と
持
っ
て
来
ま
せ
う
か
」
　
〔
職
人
尽
発
句
合
〕
壁
塗
　
練
り
土

や
蟹
た
ば
し
る
鐘
の
上
に
　
鐘
の
上
に
霧
た
ば
し
る
は
実
朝
将
軍
の
詠
に
似
て
ゆ
ゆ
し
き
左
官
が
手
際
な
り
。
「
ひ
と
り
ぬ
る
と
は
鳥
さ
し
の
な
き
時
の

こ
と
か
」
／
　
檜
皮
司
　
行
く
雁
を
屋
根
で
見
送
る
別
れ
か
な
　
何
が
し
の
院
の
屋
根
葺
き
も
て
雁
の
別
れ
を
見
送
り
た
る
風
情
、
あ
は
れ
な
る
も
の

か
。
　
〔
職
人
尽
狂
歌
合
〕
壁
塗
・
檜
皮
葺
花
あ
れ
ば
知
ら
ぬ
門
に
も
入
り
仕
事
よ
き
壁
塗
の
見
る
に
手
問
ど
る
　
谷
多
き
家
根
よ
り
花
の
吉
野
山
人
で

葺
い
た
る
春
の
目
は
だ
し
　
左
大
方
よ
ろ
し
。
た
だ
結
旬
の
拙
き
ぞ
念
な
き
心
地
し
侍
る
。
右
、
四
の
句
お
か
し
げ
に
聞
こ
ゆ
。
価
為
勝
。
／
壁
塗

・
檜
皮
葺
盛
り
な
る
花
の
白
土
待
乳
山
左
官
は
雪
と
壁
訴
訟
せ
ん
　
山
風
を
厭
ふ
や
春
の
槍
皮
葺
吹
き
下
ろ
し
た
る
谷
合
の
花
左
、
結
旬
誰
が
た
め

に
灰
め
か
す
に
か
聞
き
分
き
が
た
し
。
右
、
屋
の
上
に
も
谷
と
い
ふ
あ
れ
ば
、
吹
き
下
ろ
し
た
る
な
ど
続
け
ら
れ
し
、
巧
み
な
り
。
勝
ち
て
侍
る
べ
し
。

〔
江
戸
職
人
歌
合
〕
二
十
番
　
屋
根
葺
・
左
官
　
月
影
の
洩
る
る
ば
か
り
に
板
屋
根
の
軒
端
を
少
し
葺
き
残
さ
ば
や
　
中
塗
り
に
闇
を
残
し
て
屋
根
裏
の

漆
喰
白
き
秋
の
夜
の
月
右
不
二
難
申
－
左
申
云
、
白
き
青
き
な
ど
は
詠
ま
ぬ
こ
と
の
や
う
に
申
す
人
侍
り
。
い
か
が
。
判
云
、
左
方
の
人
、
白
き
を
難
じ

申
さ
る
る
と
云
々
。
さ
る
は
八
雲
御
抄
に
、
定
家
卿
、
今
時
の
寄
は
み
な
白
き
青
き
に
て
侍
り
、
と
宣
へ
り
し
よ
し
見
え
た
り
。
さ
や
う
の
こ
と
を
悪
し

注
解
『
七
十
一
番
職
人
歌
合
」
稿
（
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
七



下
　
　
　
房

俊

七
八

く
心
得
て
、
詠
む
ま
じ
き
も
の
の
や
う
に
思
ふ
人
も
侍
る
に
や
。
白
き
青
き
は
、
上
手
の
詞
め
づ
ら
か
に
心
を
か
し
く
詠
み
出
る
具
に
て
侍
る
な
る
を
、

さ
せ
る
節
も
な
き
吾
に
も
、
白
き
青
き
と
詠
む
が
そ
の
頃
の
こ
と
に
侍
り
け
る
を
憎
み
て
こ
そ
、
さ
も
宣
ひ
け
め
。
か
く
て
近
代
い
と
し
も
詠
ま
ぬ
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

な
れ
ば
、
た
だ
今
詠
ま
ん
に
は
、
取
り
返
し
め
づ
ら
し
う
侍
る
へ
じ
。
左
、
軒
端
を
少
し
葺
き
残
さ
ば
や
と
言
へ
る
も
情
深
く
は
俸
れ
ど
、
右
、
闇
を
残
し

て
と
言
ひ
、
漆
喰
白
き
と
言
へ
る
、
い
と
を
か
し
う
こ
そ
侍
れ
。
勝
ち
侍
る
べ
し
。
　
相
見
て
も
物
言
ふ
こ
と
の
難
け
れ
ば
口
に
合
み
し
釘
も
恨
め
し

か
ね
ご
と
に
よ
も
等
閑
は
荒
壁
の
裏
を
返
せ
し
偽
り
ぞ
憂
き
　
右
方
不
二
難
申
一
。
左
方
申
云
、
右
晋
頗
感
心
。
判
云
、
左
歌
、
屋
根
葺
の
竹
針
を
口
に
含
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

こ
と
は
、
屋
根
に
登
り
て
の
こ
と
に
侍
べ
じ
。
さ
る
屋
の
上
よ
り
物
語
せ
む
は
頗
る
顕
露
な
る
べ
き
を
、
卒
ホ
に
も
思
ひ
寄
ら
れ
て
侍
る
か
な
。
右
寄
、

左
方
感
じ
申
す
と
云
々
。
そ
の
意
に
任
せ
て
勝
と
定
め
侍
る
べ
し
。
　
〔
今
様
職
人
尽
歌
合
〕
壁
塗
　
古
壁
の
い
た
づ
ら
書
は
削
り
て
も
塗
り
隠
さ
れ
ず
立

っ
浮
名
か
な
　
－
…
・
右
の
楽
書
は
山
水
天
狗
の
し
こ
し
山
な
ど
の
し
ど
け
な
き
業
に
は
あ
ら
で
、
何
が
し
く
れ
が
し
一
心
命
と
忍
び
合
ふ
中
を
顕
証
に
書

き
散
ら
さ
れ
し
ね
た
さ
言
は
ん
方
な
く
、
削
り
て
も
塗
り
隠
さ
れ
ぬ
と
歎
き
た
る
詞
、
そ
の
職
に
叶
ひ
、
小
手
の
き
き
た
る
上
手
な
れ
ば
、
壁
塗
の
入
札
多

き
中
に
も
、
こ
の
歌
一
番
の
落
札
と
思
は
る
。
但
し
初
の
五
文
字
の
古
と
い
ふ
字
、
腋
壁
の
と
い
た
さ
れ
な
ば
、
白
土
の
光
も
添
ひ
て
玄
関
前
の
浮
名
い

よ
く
分
明
な
る
べ
し
。
「
例
の
醤
売
来
た
れ
り
。
い
ざ
撃
開
か
ま
し
一
／
生
壁
の
隔
て
義
と
捺
一
て
ぬ
る
こ
と
か
た
き
中
と
な
り
け
り
・
－

…
右
の
生
壁
も
、
耳
あ
ら
ば
聞
き
馴
れ
た
り
と
や
申
べ
か
ら
ん
。
左
右
同
じ
ほ
ど
の
こ
と
な
る
べ
し
。
／
　
黒
壁
に
塗
ら
ぬ
壁
に
も
映
る
ご
と
目
先
に

見
ゆ
る
妹
が
面
影
　
／
　
ぬ
る
ま
で
の
下
地
は
出
来
て
待
つ
夜
半
の
こ
ま
い
と
ま
で
は
思
は
れ
ぬ
か
な
　
／
　
塗
り
上
ぐ
る
蔵
の
戸
前
の
ひ
と
口
は
初
瀬

の
花
の
観
音
開
き
　
／
　
思
ひ
っ
つ
妹
を
見
ん
と
て
ぬ
る
う
ち
の
壁
て
ふ
も
の
を
頼
み
に
は
し
つ
　
／
　
照
り
渡
る
今
宵
の
月
の
白
壁
に
拭
ひ
て
と
ら
む

雲
の
む
ら
立
　
／
夜
桜
に
ま
た
も
客
あ
る
家
桜
壁
を
ぬ
る
間
も
な
き
花
の
こ
ろ
　
／
温
く
と
も
中
々
な
ら
じ
独
寝
の
柚
の
乾
か
ぬ
か
ぺ
の
怨
み
に

／
　
侍
っ
人
を
む
な
し
く
今
宵
帰
し
壁
ぬ
る
約
束
は
か
ね
て
し
た
れ
ど
　
／
　
塵
は
み
な
土
に
混
り
て
ぬ
る
も
よ
し
壁
に
も
交
は
す
枕
嬉
し
も
　
／
　
っ

れ
な
さ
よ
お
く
り
し
ふ
み
を
返
し
壁
ぬ
る
と
も
言
は
ぬ
君
は
恨
め
し
　
／
塗
り
上
げ
て
褒
め
ら
る
る
よ
り
土
な
ぷ
り
叱
る
昔
の
親
を
こ
そ
思
へ
　
／

よ
そ
目
に
は
浮
名
の
立
っ
も
白
壁
の
こ
て
さ
し
入
れ
て
ぬ
る
夜
嬉
し
き
／
　
白
壁
と
見
惚
る
る
妹
が
厚
化
粧
我
は
思
ひ
の
上
塗
り
ぞ
す
る
　
／
遣
る

文
を
荒
打
土
と
投
げ
返
す
妹
に
顔
さ
へ
汚
さ
れ
に
け
り
　
／
　
ぬ
る
人
も
今
宵
ば
か
り
は
壁
土
の
月
の
宵
と
て
眺
め
っ
る
か
な
　
／
　
う
は
べ
の
み
薄
く

見
せ
て
も
恋
中
を
裏
ま
で
二
人
ぬ
る
は
嬉
し
き
　
／
　
こ
れ
ほ
ど
に
思
ふ
心
を
白
壁
に
耳
は
あ
れ
ど
も
妹
は
聞
こ
え
ぬ
　
／
　
人
知
れ
ず
契
り
し
こ
と
の

洩
れ
っ
る
は
我
が
ぬ
る
壁
に
耳
や
あ
り
け
ん
　
／
　
む
っ
ご
と
を
洩
ら
さ
じ
も
の
と
木
耳
の
耳
あ
る
壁
を
塗
り
隠
し
け
り
　
〔
近
世
職
人
尽
絵
詞
〕
市
中

に
蔵
を
建
つ
る
も
の
、
荒
打
と
い
ふ
は
あ
り
。
こ
の
日
人
夫
に
酒
多
く
飲
ま
せ
た
る
蔵
は
、
人
夫
ど
も
土
投
ぐ
る
力
を
用
ひ
て
、
蔵
の
鉢
巻
と
い
ふ
あ
た
り

に
土
多
く
付
く
。
す
べ
て
蔵
に
火
の
入
る
は
鉢
巻
よ
り
入
る
、
と
あ
る
左
官
の
申
し
き
。
土
掘
る
事
陵
々
た
り
、
土
投
ぐ
る
事
莞
々
た
り
、
と
大
雅
に
見

え
し
も
、
事
を
楽
し
み
功
を
勤
む
る
こ
と
な
ら
し
。
「
今
日
は
日
和
も
よ
く
て
、
土
は
厚
く
付
き
て
侯
」
／
銀
葉
夷
歌
集
、
寄
茨
板
恋
、
野
示
板
の

薄
き
情
も
あ
る
1
な
ら
ば
涙
の
雨
の
漏
る
を
止
め
ん
　
津
の
国
伯
水
が
歌
な
り
。
野
祢
板
は
土
佐
の
安
喜
郡
に
野
祢
山
と
い
ふ
十
里
ば
か
り
の
大
山
あ
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
つ
り

野
ホ
板
を
出
す
と
長
元
記
に
見
ゆ
。
昔
月
事
に
な
り
し
女
、
山
に
あ
り
て
折
ぎ
た
る
板
を
月
待
と
い
ひ
て
屋
根
下
地
と
し
、
桟
の
竹
を
藤
蔓
に
て
巻
き
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
る
ど
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
惑
あ
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
や
め

な
ど
あ
り
し
が
、
今
は
稀
な
り
。
「
虎
狼
よ
り
漏
殿
が
怖
く
侯
」
　
「
こ
の
葺
足
の
長
さ
に
て
は
五
六
年
も
保
っ
べ
く
」
　
〔
略
画
職
人
尽
〕
菖
蒲
さ
す
軒
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
く
が
き

家
根
屋
が
葺
き
換
へ
て
板
の
赤
み
も
匂
は
せ
に
け
り
　
／
　
楽
書
の
鳥
の
跡
さ
へ
，
厭
ふ
め
り
左
官
が
塗
り
し
白
壁
の
雪
　
〔
宝
船
桂
帆
柱
〕
左
官
　
金
持



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
な
ず
り

と
な
る
下
地
よ
き
壁
な
れ
ば
左
官
も
鐘
を
効
か
し
て
や
塗
る
　
「
こ
れ
か
ら
砂
摺
大
直
し
だ
」
／
　
家
根
屋
精
出
し
て
家
業
で
厚
き
屋
根
板
を
富
貴
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
畠
が
や
　
　
　
　
な
ま
ぞ
り

在
な
る
道
ぞ
楽
し
き
　
「
関
屋
に
は
生
反
が
付
き
物
だ
」
　
〔
難
波
職
人
歌
合
〕
士
二
番
右
左
官
　
い
で
我
は
今
目
は
手
業
を
憩
は
ま
し
月
見
る
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
ぷ

夜
を
明
か
す
べ
く
　
左
の
方
人
云
、
月
見
に
眠
た
く
あ
ら
せ
じ
と
思
ふ
は
誰
な
れ
ば
と
て
同
じ
こ
と
な
る
を
、
い
か
が
。
右
方
答
、
誰
も
し
か
思
ふ
こ
と

な
れ
ば
こ
そ
、
憩
ひ
て
昼
寝
せ
ん
と
は
云
ふ
な
り
け
れ
。
判
に
云
、
－
…
・
ま
た
左
の
歌
の
難
論
に
、
右
の
方
よ
り
答
え
ら
れ
た
る
こ
と
、
作
者
の
心
に
は

な
ほ
あ
か
ず
口
惜
し
か
る
べ
し
。
そ
の
ゆ
ゑ
は
、
昔
人
の
戯
れ
に
夢
を
壁
と
言
へ
り
し
よ
り
、
と
も
に
ぬ
る
も
の
な
れ
ば
な
り
と
い
ふ
こ
と
、
有
賀
長
伯

が
七
部
書
な
ど
に
も
見
え
た
り
。
さ
れ
ば
こ
の
歌
は
、
月
の
た
め
に
寝
る
こ
と
を
忌
み
て
我
が
手
業
を
今
日
は
憩
は
む
と
云
は
れ
た
る
に
、
い
み
じ
う
月

を
め
づ
る
心
寵
り
て
あ
は
れ
深
し
。
こ
の
番
は
と
も
に
い
と
く
め
で
た
け
れ
ば
、
持
と
こ
そ
言
は
ま
し
か
。

丙
本
文
】

　
二
番

ふ
る
さ
と
の
か
へ
の
く
つ
れ
の
月
影
は

ぬ
る
夜
な
く
て
そ
み
る
へ
か
り
け
る

月
の
も
る
軒
は
の
き
り
の
う
す
ひ
は
た

ふ
き
も
と
を
さ
ぬ
秋
の
か
せ
か
な

　
左
、
か
へ
の
く
つ
れ
、
と
い
ひ
て
ぬ
る
夜
な
く
月
み
る
、

　
い
と
や
さ
し
。
右
は
、
霧
の
う
す
ひ
は
た
ふ
き
、
と
は

　
つ
＼
き
た
れ
と
、
風
を
本
に
い
ひ
て
月
を
も
て

　
な
す
心
す
く
な
し
。
価
左
勝
に
こ
そ
。

我
そ
て
の
ひ
る
よ
も
し
ら
ぬ
な
ま
か
へ
の

よ
り
そ
ふ
人
の
な
き
も
う
ら
め
し

軒
っ
け
を
ま
っ
ふ
き
そ
む
る
ひ
は
た
屋
の

ま
た
む
ね
あ
は
ぬ
恋
も
す
る
か
な

注
解
『
七
十
一
番
職
人
歌
合
』
稿
（
一
）

ふ
る
さ
と
ー
［
類
］
故
郷
　
か
へ
1
［
類
］
壁
　
月
影
1
［
尊
］
月
か
け

ぬ
る
夜
1
［
類
］
ぬ
る
よ

軒
は
ー
［
類
］
軒
端
　
う
す
ひ
は
た
1
［
尊
］
う
す
ひ
わ
た
［
類
］
薄
ひ

は
た

秋
1
［
尊
］
妹
　
か
せ
ー
［
類
］
風

か
へ
の
く
つ
れ
1
［
類
］
壁
の
崩
ぬ
る
夜
1
［
類
］
ぬ
る
よ

う
す
ひ
は
た
1
［
類
］
薄
ひ
は
た

っ
＼
き
た
れ
と
1
［
類
］
続
き
た
れ
と
も

す
く
な
し
1
［
類
］
少
し

我
そ
て
－
［
類
］
我
袖

ま
つ
1
［
明
］
［
類
］
先
　
ひ
は
た
屋
一
［
類
］
ひ
は
た
や

七
九



下
　
　
房
　
　
俊
　
　
　
一

左
、
な
ま
か
へ
の
ひ
る
よ
な
き
に
、
よ
り
そ
ひ

か
た
き
、
と
い
ふ
、
い
と
興
あ
り
、
右
、
軒
つ
け
を

ふ
き
は
し
め
て
、
ま
た
む
ね
あ
は
ぬ
、
と
よ
め
る

下
の
旬
、
歌
さ
ま
す
こ
し
ま
さ
る
へ
く
や
、

　
　
◇
　
　
　
　
　
　
　
◇

　
か
へ
ぬ
り

や
れ
く
つ
は
う
よ
、

い
へ
に
て
こ
て

猶
と
り
て
こ
。

か
へ
の
大
く

ま
い
り
て
侯
。

し
た
地
と
く

し
侯
は
＼
や
。

　
ひ
は
た
ふ
き

此
む
な

か
は
ら
か

を
そ
き
。

な
ま
か
へ
1
□
類
］
な
ま
壁

ふ
き
は
し
め
て
1
［
類
］
葺
は
し
め
て

下
の
句
－
［
類
］
下
旬

か
へ
ぬ
り
ー
［
白
］
［
類
］
壁
塗
［
忠
］

う
は
う
ー
［
類
］
う
は
ら

か
へ
1
［
忠
］
か
べ

二
番
か
へ
雪

　
壁
塗

八
○

し
た
地
1
［
白
］
［
忠
］
し
た
ち
［
明
］
し
た
ぢ

し
侯
は
＼
や
1
［
白
］
し
侯
や
［
明
］
［
類
］
し
て
侯
は
＼
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
び
は
た
ふ
童

ひ
は
た
ふ
き
1
［
白
］
［
類
］
檜
皮
葺
［
忠
］
槍
皮
葺

此
1
［
類
］
こ
の

声
語
注
】

　
◎
壁
塗
・
檜
皮
葺
は
と
も
に
建
築
技
術
者
。
壁
塗
は
中
世
以
降
「
左
官
」
と
も
呼
ば
れ
た
。

　
◎
ふ
る
さ
と
の
…
…
　
『
飛
鳥
井
雅
康
職
人
歌
』
五
番
右
に
同
じ
。

fig090103-2.pdf


　
◎
ふ
る
さ
と
の
か
へ
の
く
つ
れ
　
「
古
里
」
は
、
か
っ
て
住
ん
で
い
た
家
。
今
は
荒
れ
て
壁
が
崩
れ
て
い
る
の
で
あ
る
◎
古
里
と
壊
れ

た
壁
の
取
り
合
わ
せ
は
、
三
十
七
番
左
、
豆
腐
売
の
月
の
歌
に
も
「
古
里
は
壁
の
途
絶
え
に
奈
良
豆
腐
…
…
」
と
あ
る
。
『
再
昌
草
』
に

収
め
る
「
向
か
ひ
見
し
壁
は
破
れ
て
故
郷
に
本
の
垣
根
を
繕
ひ
ぞ
す
る
」
と
い
う
道
賢
法
師
の
歌
も
同
様
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ

　
◎
ぬ
る
夜
な
く
て
そ
　
壁
を
「
塗
る
」
に
「
寝
る
」
を
掛
け
る
。
月
影
の
洩
れ
て
来
る
壁
の
崩
れ
を
あ
え
て
塗
り
直
さ
な
い
で
、
夜
中

寝
な
い
で
月
を
見
る
べ
き
だ
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
「
宿
り
す
る
埴
生
の
小
屋
の
壁
隔
て
ぬ
る
が
う
ち
だ
に
見
る
夢
も
な
し
」
（
新
撰
和
歌

六
帖
、
五
）
の
よ
う
に
、
歌
の
世
界
で
は
「
壁
を
塗
る
」
1
「
寝
る
」
の
連
想
は
一
般
的
で
、
「
ま
ど
ろ
ま
ぬ
壁
に
も
人
を
見
っ
る
か
な

正
し
か
ら
な
ん
春
の
夜
の
夢
〈
駿
河
〉
」
（
後
撰
、
九
、
恋
）
の
よ
う
に
、
「
壁
」
と
い
う
語
が
「
夢
」
を
意
味
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ

の
限
り
で
こ
の
壁
塗
の
歌
は
、
伝
統
的
な
詠
み
ぶ
り
で
あ
る
と
い
え
る
。
た
だ
し
、
「
寝
る
夜
な
し
（
少
な
し
）
」
は
、
多
く
恋
の
歌
で
、

「
恋
人
と
共
寝
す
る
夜
が
な
い
」
、
ま
た
は
「
恋
の
思
い
に
悶
々
と
し
て
幾
夜
も
眠
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
の
意
で
用
い
ら
れ
る
言
葉
で
あ

る
が
、
壁
塗
の
歌
で
は
、
美
し
い
月
影
を
夜
通
し
見
る
こ
と
に
言
う
、
当
歌
合
で
は
、
四
十
五
番
右
、
鞍
細
工
の
恋
の
歌
「
い
か
に
し
て

ま
づ
人
口
に
乗
り
ぬ
ら
ん
白
骨
鞍
の
ぬ
る
夜
な
き
身
に
」
の
よ
う
に
、
恋
の
歌
に
用
い
た
例
も
あ
る
が
、
三
番
右
、
塗
師
の
月
の
歌
「
眺

む
と
て
ぬ
る
夜
も
な
き
に
…
…
村
雲
の
月
」
、
十
一
番
右
、
浦
人
の
月
の
歌
「
塩
釜
の
ぬ
る
夜
少
な
く
月
を
見
る
か
な
」
は
、
月
の
歌
。

十
二
番
本
『
東
北
院
職
人
歌
合
』
八
番
左
、
塗
師
の
月
の
歌
「
我
が
宿
の
烏
幅
子
絹
を
い
か
に
せ
ん
ぬ
る
夜
少
な
き
月
の
こ
ろ
か
な
」
も

同
様
。

　
◎
月
の
も
る
軒
は
の
き
り
の
う
す
ひ
は
た
　
「
軒
端
の
霧
」
1
「
霧
の
薄
」
1
「
薄
檜
皮
」
と
続
く
。
「
軒
端
の
霧
」
は
ほ
と
ん
ど
歌
に

詠
ま
れ
た
例
が
な
い
。
「
薄
檜
皮
」
に
っ
い
て
は
、
『
家
屋
雑
考
』
三
に
「
厚
檜
皮
の
よ
き
は
も
と
よ
り
な
が
ら
、
厚
か
ら
ず
し
て
密
な
る

を
も
、
薄
檜
皮
と
て
賞
翫
す
る
こ
と
な
り
」
と
し
て
、
『
太
平
記
』
二
十
七
の
「
都
に
は
さ
し
も
気
高
か
り
し
薄
檜
皮
の
屋
形
の
」
と
い

う
用
例
を
引
い
て
い
る
が
、
こ
こ
は
、
「
月
の
洩
る
」
と
あ
る
か
ら
、
手
を
抜
い
た
造
作
で
、
そ
れ
が
古
く
な
っ
て
痛
ん
で
い
る
の
で
あ

ろ
う
か
。
未
考
。

　
◎
ふ
き
も
と
を
さ
ぬ
秋
の
か
せ
か
な
　
「
ふ
き
」
に
槍
皮
を
「
葺
き
」
と
風
が
「
吹
き
」
と
を
掛
け
る
。
前
項
と
矛
盾
す
る
が
、
檜
皮

を
巧
み
に
葺
い
て
い
る
の
で
、
風
が
吹
き
通
す
こ
と
が
な
い
、
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
喝
秋
風
が
吹
き
通
さ
な
い
、
と
い
う
の

　
注
解
『
七
十
一
番
職
人
歌
合
』
稿
（
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
一



　
　
下
房
俊
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
二

は
歌
と
し
て
通
例
で
な
い
。
あ
る
い
は
、
「
葺
き
も
徹
さ
ぬ
」
で
、
檜
皮
を
完
全
に
葺
き
終
わ
っ
て
い
な
い
の
で
、
秋
風
が
吹
き
込
む
と

い
う
意
か
。
未
考
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
◎
風
を
本
に
い
ひ
て
月
を
も
て
な
す
心
す
く
な
し
　
「
本
」
は
中
心
と
な
る
テ
ー
マ
。
「
も
て
な
す
」
は
大
切
に
扱
う
こ
と
。
風
を
中
心

に
詠
ん
で
い
て
、
題
で
あ
る
月
を
疎
か
に
し
て
い
る
。

　
◎
我
そ
て
の
ひ
る
よ
も
し
ら
ぬ
　
恋
の
思
い
に
泣
き
濡
れ
て
い
つ
袖
が
乾
く
と
も
知
ら
な
い
。
生
壁
が
乾
か
な
い
こ
と
を
掛
け
る
。

　
◎
な
ま
か
へ
　
生
乾
き
の
壁
。

　
◎
よ
り
そ
ふ
人
の
な
き
　
生
乾
き
の
壁
に
は
寄
り
添
う
人
は
い
な
い
。
自
分
は
ま
る
で
、
そ
の
生
壁
で
で
も
あ
る
か
の
よ
う
に
寄
り
添

っ
て
く
れ
る
人
と
て
も
い
な
い
、
の
意
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
け
ら

　
◎
軒
つ
け
　
檜
皮
葺
、
柿
葺
な
ど
の
屋
根
の
軒
先
の
部
分
。
屋
根
は
下
か
ら
上
へ
順
に
葺
い
て
行
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
　
ふ
　
　
　
さ
ぬ
の
　
　
　
　
　
せ
ぱ

　
◎
ま
た
む
ね
あ
は
ぬ
恋
も
す
る
か
な
　
「
陸
奥
の
狭
布
の
狭
布
の
ほ
ど
狭
み
ま
だ
胸
合
は
ぬ
恋
も
す
る
か
な
」
（
古
今
六
帖
、
五
、
綿

綾
）
を
引
く
。
こ
の
歌
以
来
、
「
錦
木
は
立
て
な
が
ら
こ
そ
朽
ち
に
け
れ
狭
布
の
細
布
胸
合
は
じ
と
や
〈
能
因
法
師
〉
」
（
後
拾
遺
十
て

恋
）
、
「
言
へ
ば
え
に
焦
が
る
る
胸
の
合
は
で
の
み
思
ひ
暮
ら
せ
る
狭
布
の
細
布
く
隆
教
V
」
（
新
千
載
、
十
三
、
恋
）
、
「
世
と
と
も
に
胸
合

ひ
が
た
き
我
が
恋
の
類
ひ
も
つ
ら
き
狭
布
の
細
布
〈
伏
見
院
〉
」
（
新
拾
遺
、
十
二
、
恋
）
と
、
「
胸
合
は
ぬ
」
と
い
う
言
葉
は
「
狭
布
の

　
　
　
さ
ぬ
の

細
布
（
狭
布
）
」
と
い
う
言
葉
と
と
も
に
用
い
ら
れ
て
来
た
。
い
ず
れ
も
、
着
物
の
左
右
の
胸
が
合
わ
な
い
こ
と
を
、
男
女
の
心
が
通
じ

合
わ
な
い
こ
と
に
言
い
掛
け
て
い
る
。
檜
皮
葺
の
歌
は
、
こ
れ
を
真
似
て
、
檜
皮
を
葺
き
初
め
た
ば
か
り
で
、
ま
だ
棟
の
部
分
に
は
至
ら

ず
、
棟
が
合
わ
さ
っ
て
い
な
い
こ
と
を
も
っ
て
男
女
の
こ
と
に
言
い
掛
け
た
の
で
あ
る
。

　
◎
う
は
う
よ
　
尊
経
閣
本
「
う
は
う
よ
」
、
類
従
本
「
う
は
ら
よ
」
。
白
石
本
、
忠
寄
本
、
明
暦
板
本
は
「
う
は
う
よ
」
と
読
め
る
が
、

「
う
は
ら
よ
」
と
も
読
め
な
く
は
な
い
。
「
う
は
う
」
は
「
う
は
ら
」
の
誤
写
か
。
「
う
は
」
は
「
姥
」
で
老
女
、
「
ら
」
は
「
我
ら
」
の

「
ら
」
（
一
番
左
、
番
匠
の
話
し
言
葉
参
照
）
と
同
じ
く
、
人
を
表
す
名
詞
（
代
名
詞
）
に
っ
い
て
謙
遜
や
相
手
に
対
す
る
蔑
視
、
愛
情
な

ど
の
気
持
ち
を
添
え
る
接
尾
語
と
考
え
た
い
。
壁
塗
が
自
分
の
妻
に
呼
び
か
け
て
い
る
言
葉
で
あ
ろ
う
。

　
◎
か
へ
の
大
く
　
「
大
工
」
は
建
築
、
造
船
な
ど
に
従
事
す
る
技
術
集
団
の
長
（
一
番
語
注
参
照
）
。
「
壁
塗
」
ξ
言
わ
ず
に
「
壁
の
大



工
」
と
言
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
こ
の
職
人
の
プ
ラ
イ
ド
が
感
じ
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
す
き

　
◎
し
た
地
　
壁
下
地
の
こ
と
で
、
細
い
割
竹
や
木
を
格
子
状
に
編
ん
で
、
そ
れ
に
縄
を
絡
ま
せ
た
り
、
薄
を
差
し
込
ん
だ
り
し
た
、
壁

の
骨
組
。

　
◎
し
候
は
㌧
や
　
「
し
そ
ろ
は
ば
や
」
と
読
む
の
で
あ
ろ
う
。
明
暦
板
本
、
類
従
本
の
「
し
て
候
は
＼
や
」
は
誤
写
か
◎
な
お
、
終
助

詞
「
ば
や
」
は
、
室
町
時
代
に
は
口
語
と
し
て
は
ほ
と
ん
ど
用
い
ら
れ
な
く
な
っ
た
と
さ
れ
る
（
此
島
正
年
『
国
語
助
詞
の
研
究
』
）
が
、

当
歌
合
の
話
し
言
葉
で
は
こ
の
他
、
「
今
ち
と
押
さ
ば
や
」
（
三
番
左
、
研
）
、
「
相
撲
の
節
に
召
さ
れ
ば
や
」
（
六
十
三
番
右
、
相
撲
取
）

が
あ
る
。

　
◎
此
む
な
か
は
ら
か
を
そ
き
檜
皮
葺
き
や
柿
葺
き
の
棟
は
普
通
、
板
で
箱
形
に
造
る
か
、
瓦
で
葺
く
か
す
る
。
こ
こ
は
後
者
で
、
棟

瓦
が
届
く
の
が
運
い
、
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

丙
絵
蟹

　
壁
塗
は
、
折
烏
帽
子
、
直
垂
袴
姿
に
帯
刀
、
右
手
に
鐘
、
左
手
に
錘
板
を
持
っ
。
前
に
壁
土
を
入
れ
る
曲
物
の
桶
。

　
槍
皮
葺
は
、
同
じ
く
折
烏
帽
子
、
直
垂
姿
で
木
槌
を
持
つ
。
前
に
檜
皮
の
東
、
金
槌
と
竹
釘
の
入
っ
た
箱
。
色
石
本
は
箱
の
中
身
は
描

き
落
と
し
、
忠
寄
本
、
類
従
本
は
、
釘
と
は
や
や
認
め
が
た
い
絵
。

丙
参
考
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

　
○
こ
の
間
参
ら
ぬ
内
に
結
構
に
御
普
請
が
い
で
き
で
ご
ざ
る
。
御
普
請
を
存
じ
た
ら
ば
、
参
つ
て
壁
下
地
な
り
と
も
致
さ
う
も
の
を
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
虎
明
本
廷
言
、
八
旬
連
歌
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ー
ナ

　
○
壁
は
そ
の
材
料
に
関
し
て
い
え
ば
、
細
竹
を
た
い
へ
ん
上
手
に
編
ん
だ
上
に
こ
ね
た
粘
土
を
塗
っ
て
で
き
て
い
る
。
柱
と
柱
の
間
に

あ
る
空
間
は
、
細
か
く
切
っ
て
煮
た
藁
の
よ
う
な
粘
着
す
る
も
の
を
細
か
な
粘
土
に
混
ぜ
、
そ
れ
を
た
く
さ
ん
上
塗
り
し
て
、
甚
だ
見
事

に
で
き
て
い
る
上
に
細
か
な
石
炭
を
塗
る
。
左
官
は
そ
れ
で
壁
の
面
が
す
べ
て
継
ぎ
目
の
あ
と
も
な
く
、
鏡
の
よ
う
に
た
だ
一
っ
と
思
わ

れ
る
ほ
ど
見
事
に
最
後
の
仕
上
げ
を
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
目
本
教
会
史
、
一
　
十
二
－
五
）

　
○
わ
れ
ら
の
屋
根
は
瓦
で
葺
か
れ
る
。
目
本
の
は
、
大
部
分
が
板
、
藁
ま
た
は
竹
で
（
葺
か
れ
る
）
。
　
　
　
　
（
日
本
覚
書
、
六
）

　
注
解
『
七
十
一
番
職
人
歌
合
」
稿
（
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
三



下
　
　
房
　
　
俊

八
四

閃
職
人
尽
畠

〔
五
番
本
　
東
北
院
職
人
歌
合
〕
　
三
番
左
　
刀
磨

我
や
と
の
と
み
つ
に
や
と
る
月
か
け
の
あ
や
し
や
い
か
に
さ
ひ
て
見
ゆ
ら
ん

君
ゆ
へ
に
き
も
㌧
こ
＼
ろ
も
と
き
は
て
㌧
我
身
一
は
き
え
な
か
り
け
る

　
　
　
　
　
月

　
　
…
…
左
可
勝
と
申
。

　
　
　
　
　
恋

　
　
左
、
さ
し
た
る
難
な
し
。
…
…
持
に
や
。

〔
十
二
番
本
　
東
北
院
職
人
歌
合
〕
　
四
番
左
　
刀
磨

わ
か
宿
の
砥
水
に
や
と
る
月
影
の
あ
や
し
や
い
か
に
さ
ひ
て
み
ゆ
ら
ん

　
　
左
右
い
っ
れ
も
た
よ
り
有
て
、
お
も
ひ
わ
き
か
た
く
侍
れ
共
…
…
右
を
勝
と
す
◎

君
ゆ
ゑ
に
き
も
＼
心
も
と
き
は
て
㌧
わ
か
身
は
か
り
そ
き
え
な
か
り
け
る

　
　
左
、
は
し
め
よ
り
終
ま
て
あ
ま
り
に
さ
せ
る
事
な
く
て
き
＼
所
な
し
。
…
…
猶
右
を
為
勝
。

〔
同
〕
　
八
番
左
　
塗
師

わ
か
や
と
の
ゑ
ほ
う
し
き
ぬ
を
い
か
に
せ
ん
ぬ
る
夜
す
く
な
き
月
の
こ
ろ
か
な

　
　
左
、
ぬ
る
夜
す
く
な
き
心
、
さ
も
と
き
こ
ゆ
る
に
、
胸
腰
句
か
き
あ
は
す
し
て
、
た
㌧
の
直
垂
に
薄
色
の
さ
し
ぬ
き
な
と
を
き
た
ら

　
　
ん
や
う
に
お
ほ
え
侍
り
。
…
…
持
と
申
へ
し
。

露
と
の
み
ぬ
り
や
る
袖
の
な
み
た
こ
そ
っ
ち
む
ろ
し
て
も
ほ
さ
れ
さ
り
け
れ



　
　
左
、
露
と
の
み
ぬ
り
や
る
袖
も
、
ま
こ
と
に
思
ひ
あ
ま
れ
る
心
を
さ
き
た
て
＼
、

　
　
す
。

〔
飛
鳥
井
雅
康
　
職
人
歌
〕
　
七
番
左
　
と
き
や

い
か
＼
せ
む
と
か
す
も
っ
る
き
た
ち
か
た
な
み
ね
な
る
月
の
さ
ひ
の
こ
る
か
な

〔
同
〕
　
八
番
左
　
ぬ
し
や

な
か
む
と
て
ぬ
る
よ
も
な
き
に
あ
ら
う
る
し
は
け
め
も
あ
は
ぬ
む
ら
雲
の
月

詞
つ
か
ひ
詮
を
あ
ら
は
せ
り
。
…
…
乃
左
勝
と

　
〔
伝
烏
丸
光
広
作
職
人
歌
合
〕
　
四
番
左
　
刀
磨
研
ぎ
上
げ
て
大
和
物
と
も
見
る
ま
ま
に
焼
刃
は
な
ほ
も
た
え
ま
な
り
け
り
／
　
八
番
左
　
塗
師

色
に
っ
く
人
の
心
の
花
漆
あ
と
剥
げ
や
す
き
も
の
と
知
り
ぬ
る
　
〔
吾
吟
我
集
〕
寄
剃
刀
恋
　
人
心
荒
砥
に
当
っ
る
剃
刀
の
あ
ふ
こ
と
か
た
く
濡
る
る
袖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
つ
し
や
う
　
　
　
　
　
　
曇
う
こ
う

か
な
　
〔
古
今
夷
曲
集
〕
か
た
ひ
砥
を
こ
な
た
か
な
た
に
研
ぎ
か
け
て
合
は
ず
は
何
を
剃
刀
に
せ
ん
　
〔
訓
蒙
図
藁
〕
漆
匠
　
ぬ
し
、
髭
工
、
同
　
〔
長
崎

一
見
職
人
一
首
〕
三
番
左
磨
屋
春
の
目
の
長
き
は
い
か
に
御
刀
淋
し
き
伽
や
花
を
詠
め
ん
　
左
の
作
意
、
春
の
日
の
長
刀
に
磨
ぎ
く
た
び
れ
、
せ

め
て
花
を
な
り
と
も
詠
め
ん
と
い
ふ
や
う
に
て
、
本
意
が
な
く
こ
そ
侍
れ
。
例
へ
ば
、
散
る
花
に
は
心
も
乱
れ
焼
刃
に
な
る
ら
ん
、
な
ど
あ
り
た
き
こ
と

な
れ
。
や
つ
く
歌
の
錆
を
落
と
さ
れ
た
る
ば
か
り
に
て
、
磨
き
か
っ
て
あ
た
ら
ず
。
－
－
一
銀
葉
夷
歌
集
一
寄
漆
恋
恋
し
さ
は
互
ひ
に
負
け
じ
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
　
や

人
づ
つ
ひ
と
り
ぬ
る
身
は
漆
な
り
と
も
　
〔
人
倫
訓
譲
図
彙
〕
砥
屋
諸
国
よ
り
出
る
。
山
城
の
高
尾
、
鳴
滝
砥
は
剃
刀
砥
の
名
物
な
り
。
眼
伸
礼
剣
を
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す

り
、
心
の
欲
す
る
所
に
従
わ
ず
と
て
捨
っ
る
。
そ
の
子
尾
毛
石
に
て
磨
ら
し
め
し
よ
り
研
ぐ
と
な
り
。
油
小
路
、
押
小
路
を
始
め
所
々
に
あ
り
。
大
坂
は

黄
堀
に
あ
り
。
／
　
塗
物
師
　
一
切
塗
色
晶
々
こ
れ
を
尽
く
す
。
但
し
仏
塗
師
、
鞘
塗
師
、
別
に
あ
り
。
　
〔
今
様
職
人
尽
百
人
一
首
〕
研
屋
　
こ
の
錆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ね
、
　
　
　
　
松
ま

は
や
き
も
研
ぎ
あ
一
ず
荒
砥
掛
け
あ
ま
た
の
薯
掛
け
て
み
る
く
「
鉄
に
き
っ
ふ
鈍
り
が
あ
る
一
「
随
分
研
ぎ
て
見
喜
う
一
「
刃
の
駿
れ
た
を
直
し

に
や
ら
し
や
れ
」
／
塗
師
屋
椀
と
鉢
安
手
間
か
け
て
塗
り
上
げ
ん
と
ふ
さ
み
は
か
け
て
合
は
ぬ
継
物
「
算
用
し
し
い
れ
は
大
分
に
損
が
い
く
。
手

間
を
ち
と
了
簡
さ
っ
し
や
れ
」
「
っ
が
も
な
い
こ
と
、
職
人
は
定
め
の
通
り
」
　
〔
職
人
尽
発
句
合
〕
刀
研
霜
の
剣
氷
の
ご
と
く
研
ぎ
す
ま
し
　
研
ぎ
す

ま
し
と
鋭
ふ
言
ひ
詰
め
し
は
、
こ
の
職
に
応
ぜ
し
仕
立
な
る
べ
し
。
／
塗
師
誰
が
閨
の
撫
物
に
せ
む
塗
火
桶
誰
が
閨
の
撫
物
に
と
い
へ
る
塗
師

が
心
お
か
し
。
恋
し
き
瀬
々
の
撫
物
に
せ
む
、
と
い
へ
る
恋
葉
の
古
歌
を
や
思
ふ
。
「
濡
れ
て
乾
か
ぬ
沖
の
石
よ
」
　
〔
職
人
尽
狂
歌
合
〕
塗
師
花
を
見

る
塗
師
は
漆
の
吉
野
か
ら
初
瀬
参
り
も
は
け
序
な
り
左
、
漆
の
出
る
吉
野
よ
り
初
瀬
と
心
ざ
し
た
る
を
、
は
け
序
と
続
け
ら
れ
し
。
こ
の
職
に
て
は
さ

も
侍
る
べ
し
。
…
…
左
増
り
て
侍
る
べ
し
。
／
　
塗
師
　
あ
か
ず
見
る
吉
野
の
山
の
花
漆
や
ま
と
歌
に
も
か
き
合
は
せ
な
ん
　
左
、
花
漆
匂
ひ
侍
れ
ど
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
慧
い
か
套
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
劃
婁
、
く
そ

な
ほ
右
の
破
寵
造
り
…
勝
と
申
べ
し
。
　
〔
宝
船
桂
凡
柱
〕
塗
師
　
生
業
も
堅
地
に
す
れ
ば
い
っ
ま
で
も
大
丈
夫
な
る
塗
師
の
身
代
　
「
木
固
、
木
展
、

錆
、
き
り
こ
、
中
塗
り
、
上
塗
り
、
仕
立
が
肝
心
じ
や
」
　
〔
難
波
職
人
歌
合
〕
十
七
番
左
　
研
屋
益
荒
男
の
研
ぐ
と
は
す
れ
ど
恋
と
い
ふ
心
の
鋳
も
あ

る
世
な
り
け
り
　
右
の
方
人
云
、
心
を
研
ぐ
と
い
ふ
こ
と
は
万
葉
な
ど
に
も
詠
め
れ
ど
、
心
の
鋳
と
云
へ
る
例
あ
り
や
、
い
か
が
。
左
方
答
、
研
ぐ
と
云

注
解
『
七
十
一
番
職
人
歌
合
』
稿
（
一
）

八
五
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房
俊
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。
　
　
八
六

へ
れ
ば
錆
も
な
く
て
は
あ
る
べ
か
ら
ざ
る
を
や
。
判
に
云
、
左
の
歌
、
万
葉
に
、
益
荒
男
と
思
へ
る
我
も
、
と
詠
み
し
面
影
あ
り
て
、
身
を
か
こ
ち
た

る
心
、
浅
か
ら
ず
聞
こ
ゆ
。
右
の
歌
、
－
…
・
な
ほ
こ
よ
な
う
勝
り
た
り
。
／
　
二
十
五
番
左
　
塗
師
屋
　
願
は
く
は
漆
の
ご
と
く
睦
れ
合
ひ
て
離
れ
ぬ

中
と
な
る
よ
し
も
が
な
　
右
の
方
人
云
、
心
明
ら
か
に
て
、
別
に
申
す
旨
は
な
け
れ
ど
、
袋
法
師
に
柴
垣
な
ど
云
ふ
絵
巻
ど
も
を
見
る
ら
ん
心
地
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
た
た

い
と
見
苦
し
。
左
方
答
、
恋
の
歌
は
心
の
深
き
を
旨
と
こ
そ
す
れ
。
判
に
云
、
左
の
歌
、
恋
の
心
は
切
な
れ
ど
も
、
余
り
に
詞
の
混
け
た
る
よ
り
、
何

と
か
や
右
の
方
人
の
云
は
る
る
面
影
な
き
に
し
も
あ
ら
ぬ
ぞ
か
し
。
右
の
歌
、
－
…
・
と
に
か
く
に
こ
よ
な
う
勝
り
た
り
。

丙
本
文
蟹

　
三
番

い
か
に
せ
む
と
か
す
も
い
ら
ぬ
つ
る
き
た
ち

み
ね
な
る
月
の
さ
ひ
の
こ
る
か
な

な
か
む
と
て
ぬ
る
夜
も
な
き
に
あ
ら
う
る
し

は
け
め
も
あ
は
ぬ
む
ら
く
も
の
月

　
左
寄
、
五
文
字
か
な
は
す
き
こ
ゆ
。
峯
の
あ
ひ
し
ら
ひ

　
あ
ら
ま
ほ
し
く
や
。
右
は
、
あ
ら
う
る
し
の
は
け
め
あ

　
は
ぬ
を
、
村
雲
に
た
と
へ
た
る
歎
。
左
右
と
も

　
さ
し
て
も
き
こ
え
す
。
持
に
て
侍
へ
し
。

い
つ
ま
て
か
は
ま
く
り
は
な
る
こ
か
た
な
の

あ
ふ
べ
き
事
の
か
な
は
さ
る
ら
む

し
ほ
れ
と
も
あ
ふ
ら
か
ち
な
る
ふ
る
う
る
し

ひ
る
こ
と
も
な
き
そ
て
を
み
せ
は
や

　
左
右
と
も
に
心
こ
と
葉
き
＼
て
面
白
く

　
き
こ
ゆ
。
よ
き
持
に
こ
そ
侍
る
め
れ
。

い
か
に
せ
む
1
［
類
］
い
か
に
せ
ん
　
た
ち
1
［
類
］
太
刀

み
ね
ー
［
類
］
峯
か
な
［
類
］
哉

ぬ
る
夜
1
［
類
］
ぬ
る
よ
　
あ
ら
う
る
し
ー
［
類
］
あ
ら
漆

む
ら
く
も
1
［
類
］
村
雲

あ
ら
う
る
し
1
［
類
］
あ
ら
漆

左
右
と
も
1
［
尊
］
□
白
］
［
忠
］
［
明
］
［
類
］
左
右
と
も
に

き
こ
え
す
1
［
類
］
聞
え
す

は
ま
く
り
は
1
［
類
］
蛉
刃

事
1
［
類
］
こ
と
　
ら
む
［
類
］
覧

あ
ふ
ら
か
ち
－
［
類
］
油
か
ち
　
ふ
る
う
る
し
1
［
類
］
古
う
る
し

そ
て
ー
［
類
］
袖
　
み
せ
は
や
i
［
尊
］
見
せ
は
や



　
　
　
　
◇

　
　
と
き

　
さ
き
か
を
も
き
。

　
今
ち
と
を
さ
は
や
。

　
ぬ
し
に
と
ひ
申
さ
ん
。

　
は
＼
や
さ
は

　
い
か
に
。
手
を

　
き
る
そ
。

　
　
ぬ
し

　
よ
け
に
侯
。

　
き
か
き
の

　
う
る
し
け
に
候
。

　
今
す
こ
し

　
火
と
る
へ
き
か
。

丙
語
注
蟹

◇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
番
婁

と
き
1
［
白
］
［
類
］
捌
［
忠
］
　
　
碗

を
も
き
1
□
白
］
□
忠
］
［
明
］
□
類
］
お
も
き

ち
と
ー
［
白
］
［
忠
］
［
類
］
少
　
を
さ
は
や
1
［
白
］
［
忠
］
お
さ
は
や

と
ひ
申
さ
ん
ー
［
白
］
［
忠
］
問
申
さ
ん

は
＼
や
さ
は
1
□
白
］
ナ
シ
□
忠
］
は
＼
は
や
（
書
入
れ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　
し

ぬ
し
1
□
白
］
［
類
］
塗
士
［
忠
］
塗
士

今
1
［
白
u
［
忠
］
［
類
］
い
ま

　
◎
研
と
塗
師
と
が
番
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
塗
師
が
下
地
を
塗
る
の
に
砥
粉
（
砥
石
の
粉
）
を
用
い
る
か
ら
か
。
因
み
に
、
塗
師
は
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
う
る
し

地
に
、
砥
粉
を
水
で
練
り
生
漆
（
後
述
）
を
混
ぜ
た
も
の
を
用
い
る
が
、
こ
れ
を
「
錆
漆
」
ま
た
は
、
単
に
「
錆
」
と
い
う
。

　
◎
い
か
に
せ
む
…
…
　
『
飛
鳥
井
雅
康
．
職
人
歌
』
七
番
左
は
、
上
句
「
い
か
㌧
せ
む
と
か
す
も
っ
る
き
た
ち
か
た
な
」
。

　
◎
と
か
す
も
い
ら
ぬ
　
未
考
。
初
句
の
「
い
か
に
せ
む
」
お
よ
び
末
旬
の
「
さ
び
残
る
か
な
」
か
ら
推
し
て
、
研
の
技
術
が
未
熟
で
、

あ
る
い
は
刀
剣
の
質
、
手
入
れ
が
悪
く
て
、
十
分
に
研
ぎ
上
が
ら
な
い
こ
と
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
。

　
◎
み
ね
な
る
月
　
刀
の
「
峰
」
に
山
の
「
峰
」
を
掛
け
る
。
下
に
「
寂
び
残
る
か
な
」
と
あ
る
か
ら
、
西
の
峰
で
あ
る
。

　
注
解
『
七
十
一
番
職
人
歌
合
」
稿
（
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
七

fig090103-3.pdf
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八

　
◎
さ
ひ
の
こ
る
　
刀
剣
が
「
錆
び
」
に
、
月
が
「
寂
び
」
を
掛
け
る
◎
『
東
北
院
職
人
歌
合
』
の
「
我
が
宿
の
砥
水
に
宿
る
月
影
の
あ

や
し
や
い
か
に
さ
び
て
見
ゆ
ら
ん
」
と
同
想
。
「
寂
ぷ
」
は
、
勢
い
が
衰
え
て
寂
し
げ
な
趣
に
な
る
こ
と
。
「
住
吉
の
岸
の
松
風
音
さ
え
て

寂
び
た
る
夜
半
の
月
の
影
か
な
〈
源
季
広
〉
」
（
万
代
和
歌
集
、
四
、
秋
）
、
「
露
こ
ほ
る
枯
野
の
原
の
霜
の
上
に
寂
び
た
る
夜
半
の
月
を
見

る
か
な
〈
忠
良
〉
」
（
夫
木
和
歌
抄
、
十
六
、
冬
）
な
ど
の
例
が
あ
る
。
本
歌
合
に
も
こ
の
他
、
「
秋
や
深
き
月
の
光
も
さ
び
烏
帽
子
」
（
十

三
番
左
、
烏
帽
子
折
の
月
の
歌
）
、
「
さ
び
て
ぞ
見
ゆ
る
秋
の
夜
の
月
」
（
五
十
六
番
左
、
金
掘
の
月
の
歌
）
と
あ
る
。

　
◎
な
か
む
と
て
…
…
　
『
飛
鳥
井
雅
康
　
職
人
歌
』
八
番
左
に
同
じ
。

　
◎
な
か
む
　
月
を
「
眺
む
」
と
、
漆
塗
り
関
係
の
何
か
を
掛
け
る
か
。
未
考
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ

　
◎
ぬ
る
夜
も
な
き
に
　
「
寝
る
」
に
、
漆
を
「
塗
る
」
を
掛
け
る
。
十
二
番
本
『
東
北
院
職
人
歌
合
』
八
番
左
、
塗
師
の
月
の
歌
と
同

想
。
月
を
眺
め
る
と
て
、
夜
も
寝
な
い
で
、
漆
を
塗
る
こ
と
も
し
な
い
で
。
「
寝
る
」
と
、
壁
を
「
塗
る
」
と
の
掛
詞
は
一
般
の
和
歌
で

珍
し
く
な
い
が
、
漆
を
「
塗
る
」
と
の
掛
詞
は
異
例
。
た
だ
し
当
歌
合
で
は
、
十
七
番
左
、
挽
入
売
の
月
の
歌
「
穐
漆
ぬ
る
夜
は
い
か

に
」
、
同
、
恋
の
歌
「
売
り
挽
入
ぬ
る
か
と
す
れ
ば
」
、
四
十
五
番
左
、
鞘
巻
切
の
恋
の
歌
「
破
れ
費
子
ぬ
る
人
の
来
ぬ
」
、
同
右
、
鞍
細

工
の
恋
の
歌
「
白
骨
鞍
の
ぬ
る
夜
な
き
身
に
」
の
例
が
あ
る
。
（
一
番
語
注
参
照
）

　
◎
あ
ら
う
る
し
　
「
荒
漆
」
で
組
成
の
悪
い
漆
の
意
か
。
あ
る
い
は
、
恋
の
歌
に
「
古
漆
」
と
あ
る
の
と
対
照
的
に
「
新
漆
」
で
新
し

い
漆
、
ま
た
は
早
い
時
期
に
採
れ
た
漆
の
意
か
。
未
考
。
い
ず
れ
に
し
て
も
次
に
「
刷
毛
目
．
も
合
は
ぬ
」
と
あ
る
か
ら
、
質
の
悪
い
漆
で

あ
ろ
う
。
因
み
に
、
松
田
権
六
『
う
る
し
の
話
』
に
よ
る
と
、
漆
の
採
集
の
期
間
は
六
月
頃
か
ら
十
一
月
頃
ま
で
で
、
早
い
時
期
ほ
ど
水

分
が
多
い
。
七
月
中
旬
か
ら
八
月
い
っ
ぱ
い
く
ら
い
ま
で
に
最
も
良
質
の
漆
が
採
れ
、
九
月
に
入
る
と
水
分
も
次
第
に
少
な
く
な
り
下
地

塗
り
専
用
の
漆
と
な
り
、
十
月
以
降
に
な
る
と
濃
度
を
増
し
て
、
粘
っ
こ
い
ど
ろ
ど
ろ
し
た
漆
と
な
り
、
絵
を
描
く
に
は
適
さ
な
い
、
と

い
う
。

　
◎
は
け
め
も
あ
は
ぬ
む
ら
く
も
の
月
　
「
刷
毛
目
」
は
、
刷
毛
で
塗
っ
た
跡
。
「
刷
毛
目
も
合
は
ぬ
」
と
は
、
刷
毛
目
が
残
っ
て
、
塗
り

に
む
ら
が
出
来
る
こ
と
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
村
雲
の
月
だ
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
月
に
村
雲
が
か
か
っ
て
い
て
、
月
の
あ

る
辺
り
だ
け
白
っ
ぼ
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
い
う
。
十
七
番
左
、
挽
入
売
の
月
の
歌
に
も
、
「
穐
漆
ぬ
る
夜
は
い
か
に
割
れ
挽
入
刷
毛
目



は
白
き
村
雲
の
月
」
と
あ
る
。

　
◎
五
文
字
か
な
は
す
き
こ
ゆ
　
「
五
文
字
」
は
歌
の
初
旬
。
す
な
わ
ち
、
こ
こ
で
は
「
い
か
に
せ
む
」
の
旬
。
「
叶
は
ず
」
は
、
調
和
が

と
れ
て
い
な
い
こ
と
。
次
の
「
峯
の
あ
ひ
し
ら
ひ
あ
ら
ま
ほ
し
く
や
」
と
い
う
評
か
ら
推
し
て
、
旦
ハ
体
的
に
は
、
初
旬
が
必
然
性
が
な

く
商
全
体
か
ら
浮
き
上
が
っ
た
言
葉
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
「
い
か
に
せ
む
…
…
峯
な
る
月
の
寂
び
残
る
か
な
」
で
、
月
が

入
り
残
る
の
を
厭
う
て
い
る
よ
う
に
聞
こ
え
る
の
で
、
月
の
歌
と
し
て
は
よ
ろ
し
く
な
い
、
と
い
う
意
味
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
◎
峯
の
あ
ひ
し
ら
ひ
　
「
あ
ひ
し
ら
ひ
」
は
、
応
答
す
る
こ
と
で
、
こ
こ
で
は
「
峯
」
に
関
連
の
あ
る
言
葉
、
す
な
わ
ち
縁
語
の
類
。

　
◎
は
ま
く
り
は
　
『
武
家
名
目
抄
』
に
よ
れ
ば
、
「
蛤
刃
と
は
錆
よ
り
刃
ま
で
の
間
を
方
に
か
か
ず
し
て
膨
ら
み
あ
る
を
い
ふ
」
と
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
蛤
形
に
膨
ら
ん
だ
刃
の
種
類
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
な
ま
く
ら
に
な
っ
て
、
丸
み
を
帯
び
た
刃
を
い
う
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。
『
猿
蓑
』
梅
若
菜
の
巻
に
「
身
は
濡
れ
紙
の
取
り
所
な
き
／
小
刀
の
蛤
刃
な
る
細
工
箱
〈
半
残
〉
／
棚
に
火
燈
す
大
年

の
夜
」
と
い
う
旬
が
あ
っ
て
、
こ
の
「
蛤
刃
」
が
そ
の
意
味
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
考
え
る
と
、
「
い
っ
ま
で
か
…
…
合
ふ
べ

き
こ
と
の
叶
は
ざ
る
ら
む
」
と
い
う
言
葉
に
よ
く
合
う
。
参
考
ま
で
に
『
露
伴
評
釈
芭
蕉
七
部
集
』
か
ら
当
該
句
の
評
釈
を
挙
げ
て
お

く
。
「
蛤
刃
は
鋭
か
ら
で
丸
み
を
持
ち
た
る
刃
形
を
い
ふ
、
切
味
甚
だ
よ
ろ
し
か
ら
ず
、
素
人
細
工
の
用
ゐ
る
と
こ
ろ
多
く
は
是
也
。
さ

れ
ば
此
旬
即
髄
の
旬
に
て
、
何
を
為
し
て
も
取
所
な
し
と
い
ふ
さ
ま
な
り
と
解
す
る
人
多
し
。
別
解
あ
り
て
日
く
、
蛤
刃
と
あ
り
細
工
箱

と
あ
り
、
蛤
刃
の
小
刀
は
皮
の
毛
を
こ
そ
げ
去
る
に
用
ゐ
る
な
り
。
鋭
き
小
刀
は
皮
を
傷
っ
く
れ
ば
に
て
、
前
旬
を
い
と
賎
↓
き
も
の
と

し
て
皮
革
の
細
工
す
る
者
を
附
け
た
り
と
。
襲
説
な
ら
む
。
皮
革
を
治
む
る
者
果
し
て
蛤
刃
の
小
刀
を
用
ゐ
る
や
否
や
、
詳
し
く
知
ら
ず

と
難
も
、
必
ず
し
も
然
ら
ざ
る
べ
し
と
思
は
る
。
又
別
解
あ
り
。
日
く
、
職
人
尽
歌
合
に
、
い
っ
ま
で
か
は
ま
ぐ
り
刃
な
る
小
刀
の
あ
ふ

べ
き
こ
と
の
か
な
は
ざ
る
ら
む
。
此
歌
を
裁
入
れ
て
前
三
旬
の
恋
を
、
こ
＼
に
離
れ
て
、
職
人
の
態
を
云
へ
り
と
。
細
工
箱
と
い
ふ
詞
あ

れ
ば
、
素
人
細
工
と
云
は
ん
よ
り
は
此
解
や
㌧
宜
し
か
る
べ
し
。
作
者
半
残
山
岸
重
左
衛
門
は
藤
堂
藩
士
に
し
て
芭
蕉
の
姉
智
、
当
時
の

世
に
行
は
れ
た
る
職
人
尽
歌
合
な
ん
ど
に
疎
か
る
べ
き
人
に
も
あ
ら
ず
。
又
こ
れ
よ
り
少
し
後
に
大
場
蓼
和
の
俳
譜
職
人
尽
あ
り
、
職
人

尽
の
世
に
も
て
難
さ
れ
し
こ
と
知
る
べ
し
。
蛤
刃
の
あ
は
ぬ
と
い
ふ
は
、
す
べ
て
刃
を
表
裏
よ
り
研
ぎ
っ
く
る
を
あ
は
す
と
い
ふ
よ
り
、

蛤
刃
の
鈍
く
円
な
れ
ば
、
あ
は
ぬ
と
は
云
ふ
な
り
。
剃
刀
を
合
は
す
、
察
た
刃
を
あ
は
す
、
合
せ
砥
、
な
ど
い
ふ
辞
を
考
へ
て
知
る
べ

　
　
注
解
『
七
十
一
番
職
人
歌
合
』
稿
（
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
九
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九
〇

し
。
斑
又
蛤
の
貝
は
此
の
一
片
と
他
の
一
片
と
は
甚
だ
合
ひ
難
き
も
の
也
。
濡
紙
、
蛤
刃
、
取
所
、
合
所
無
し
。
理
路
は
不
明
な
れ
ど
、

附
く
味
あ
り
。
曲
斎
の
如
く
強
ひ
て
糊
細
工
と
す
る
に
も
当
ら
ざ
ら
ん
歎
。
」

　
◎
あ
ふ
へ
き
事
の
か
な
は
さ
る
ら
む
　
刃
物
を
研
ぐ
こ
と
を
「
合
は
す
」
と
言
い
、
そ
の
結
果
切
れ
味
が
よ
く
な
る
こ
と
を
「
合
ふ
」

と
言
う
。
刃
が
「
合
ふ
」
に
、
男
女
が
「
逢
ふ
」
を
掛
け
る
。
「
蛤
刃
」
が
な
ま
く
ら
に
な
っ
た
刃
だ
と
す
れ
ば
、
こ
こ
は
、
い
く
ら
研

い
で
も
刃
が
合
わ
な
い
よ
う
に
、
い
つ
ま
で
恋
し
い
人
に
逢
う
こ
と
が
叶
わ
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
、
の
意
に
な
る
。

　
◎
し
ほ
れ
と
も
　
漆
を
漉
す
こ
と
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
漆
は
絵
に
見
る
よ
う
に
、
漆
漉
し
紙
を
用
い
、
手
で
絞
っ
て
不
純
物
を
取
り

除
い
た
。
「
絞
る
」
に
袖
を
「
絞
る
」
を
掛
け
る
。

　
◎
あ
ふ
ら
か
ち
な
る
ふ
る
う
る
し
　
「
古
漆
」
は
使
い
古
し
の
漆
か
。
水
分
が
蒸
発
し
て
油
分
が
多
く
な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
油

は
、
用
途
に
応
じ
て
精
製
し
た
漆
（
製
漆
）
に
顔
料
な
ど
と
と
も
に
混
ぜ
た
も
の
を
い
う
か
。
未
考
。

　
◎
ひ
る
こ
と
も
な
き
そ
て
を
み
せ
は
や
　
漆
が
「
干
る
」
と
袖
が
「
干
る
」
と
を
か
け
る
。
古
漆
が
乾
か
な
い
よ
う
に
、
絞
っ
て
も
絞

っ
て
も
涙
で
乾
く
こ
と
も
な
い
袖
を
見
せ
た
い
。
塗
っ
た
漆
が
乾
く
の
は
、
水
分
の
蒸
発
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
漆
の
成
分
の
化
学
反
応

に
よ
る
。
古
い
漆
で
、
反
応
が
十
分
に
起
こ
ら
な
い
の
で
あ
ろ
う
。
「
袖
を
見
せ
ば
や
」
は
、
「
朝
ぽ
ら
け
置
き
つ
る
霜
の
消
え
か
へ
り
暮

待
つ
ほ
ど
の
袖
を
見
せ
ば
や
〈
花
山
院
〉
」
（
新
古
今
、
十
三
、
恋
）
の
よ
う
に
、
恋
の
歌
で
よ
く
使
わ
れ
る
表
現
。

　
◎
さ
き
か
を
も
き
。
今
ち
と
を
さ
は
や
　
刃
先
が
十
分
に
研
ぎ
上
が
ら
ず
、
重
く
感
じ
ら
れ
る
、
も
う
少
し
、
カ
を
入
れ
て
研
ご
う
、

の
意
か
。
「
を
す
」
に
、
研
ぐ
の
意
あ
る
か
、
未
考
。

　
◎
ぬ
し
に
と
ひ
申
さ
ん
　
「
主
」
は
持
ち
主
。
「
先
が
重
き
」
こ
と
に
関
し
て
問
お
う
と
い
う
の
か
、
あ
る
い
は
、
次
の
「
刃
早
さ
は
い

か
に
」
と
問
お
う
と
い
う
の
か
、
未
考
。

　
◎
は
㌧
や
さ
は
い
か
に
　
「
刃
早
さ
」
は
切
れ
味
。
「
主
に
問
ひ
申
さ
ん
」
か
ら
続
く
の
で
な
け
れ
ば
、
自
問
の
言
葉
か
。
あ
る
い
は
、

絵
に
は
描
か
れ
て
い
な
い
が
、
弟
子
に
対
し
て
、
「
刃
早
さ
は
い
か
に
。
手
を
き
る
ぞ
」
と
尋
ね
、
注
意
し
て
い
る
の
か
、

　
◎
手
を
き
る
そ
　
こ
れ
も
、
自
戒
の
言
葉
と
取
れ
な
く
も
な
い
。

　
◎
よ
け
に
候
漉
し
た
漆
の
加
減
が
よ
さ
そ
う
だ
、
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。



　
◎
き
か
き
の
う
る
し
　
「
き
か
き
」
は
、
『
名
語
記
』
八
に
、
「
木
掻
　
こ
れ
は
染
を
木
よ
り
か
き
お
ろ
し
た
る
ま
ま
に
て
調
ぜ
ず
」
と

あ
る
が
、
漆
の
場
合
も
掻
き
取
っ
た
ば
か
り
の
新
し
い
漆
を
「
き
が
き
の
漆
」
と
言
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
「
き
が
き
」
は
「
生
掻
」

が
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
現
代
で
は
、
山
で
採
集
し
た
天
然
の
漆
液
を
「
荒
味
」
と
い
い
、
荒
味
の
ご
み
を
濾
過
し
た
ま
ま
の
漆
液
を

き
う
る
し

「
生
漆
」
と
い
う
。
生
漆
は
水
分
が
多
く
、
こ
の
水
分
を
蒸
発
さ
せ
る
こ
と
を
「
黒
め
る
」
と
い
う
。
（
松
田
権
六
『
う
る
し
の
話
』
）

　
◎
今
す
こ
し
火
と
る
へ
き
か
　
「
火
取
る
」
は
、
火
に
当
て
る
こ
と
。
火
に
当
て
て
漆
の
水
分
を
蒸
発
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
生
掻
の
漆

で
、
火
の
当
て
方
が
不
十
分
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

嗣
絵
】

　
研
は
、
折
烏
帽
子
直
垂
袴
姿
で
、
片
肌
脱
ぎ
で
刀
を
研
ぐ
。
砥
石
の
下
に
あ
る
支
え
は
砥
台
（
砥
枕
）
。
手
前
に
大
小
の
砥
石
三
個
、

短
刀
と
砥
水
を
入
れ
た
水
槽
。

　
塗
師
は
、
同
じ
く
折
烏
帽
子
直
垂
袴
姿
で
腕
捲
り
を
し
、
弟
子
と
と
も
に
、
漆
漉
し
紙
で
漆
を
絞
り
漉
し
て
い
る
。
そ
の
下
に
受
け

鉢
。
弟
子
は
、
剃
髪
、
小
袖
袴
姿
で
片
肌
脱
ぎ
に
な
っ
て
、
右
手
に
漆
刷
毛
を
持
つ
。
手
前
に
曲
物
の
漆
桶
二
個
と
皿
状
の
器
。
こ
の
器

は
油
、
顔
料
な
ど
を
入
れ
た
も
の
か
。
二
十
七
番
左
、
蒔
絵
師
の
絵
に
も
、
同
様
の
器
が
見
え
る
。
明
暦
板
本
は
、
漆
が
垂
れ
て
い
る
の

と
受
け
鉢
と
を
落
と
す
。

丙
参
考
蟹

　
○
　
水
錆
深
む
る
忘
れ
井
の
底

　
　
こ
れ
や
こ
の
研
ぐ
焼
太
刀
の
礪
波
川
　
宗
醐
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
顕
証
院
会
千
旬
、
一
）

　
○
　
刈
り
結
ぷ
草
に
鈍
き
鎌
の
刃

　
　
研
ぐ
太
刀
の
と
と
り
の
山
の
影
さ
び
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
異
体
干
句
、
四
）

　
○
目
本
ニ
ト
ギ
ト
云
テ
、
刀
剣
ヲ
ト
グ
者
カ
、
ヤ
ガ
テ
柄
鞘
ヲ
シ
イ
ル
・
ゾ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
史
記
抄
、
十
八
）

　
○
身
は
錆
太
刀
、
さ
り
と
も
一
度
、
と
げ
ぞ
し
よ
う
ず
ら
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
閑
吟
集
）

　
○
　
さ
び
し
き
も
の
と
人
は
知
り
ぬ
る

　
注
解
「
七
十
一
番
職
人
歌
合
」
稿
（
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
一



　
　
下
房
俊
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
ニ

　
　
タ
暮
に
漆
の
桶
に
腰
掛
け
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
犬
っ
く
ば
集
）

　
○
　
合
は
す
る
ご
と
に
ひ
ち
め
き
ぞ
す
る

　
　
剃
刀
の
砥
台
の
下
に
溜
ま
り
水
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
同
）

○
昔
は
花
漆
、
今
は
年
長
け
醤
の
、
漆
の
罰
も
当
た
り
た
る
、
職
の
有
犠
悔
せ
よ
。
い
で
く
さ
ら
ば
語
り
申
さ
ん
と
、
恥
し
な

が
ら
餓
鬼
道
の
、
く
、
ぬ
し
と
な
っ
て
、
青
漆
の
ご
と
く
な
る
、
淵
に
臨
ん
で
、
漆
合
子
に
水
芙
れ
て
、
警
ん
と
す
れ
ば
、
ほ
ど

な
く
火
烙
と
燃
え
上
が
っ
て
、
身
は
焼
け
漆
と
な
り
た
る
ぞ
や
く
。
ま
た
あ
る
時
は
布
に
巻
か
れ
捻
木
を
入
れ
て
、
ひ
た
捻
ぢ
に
讐

詰
め
ら
る
れ
ば
あ
ら
心
漆
刷
毛
の
、
化
け
損
な
は
ば
、
い
か
な
ら
ん
と
、
風
呂
の
小
陰
に
入
り
に
け
り
。
塗
籠
他
行
と
い
ふ
こ
と
も
、

く
、
こ
の
時
よ
り
こ
そ
始
書
け
れ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
轟
査
言
、
塗
師
一

　
〇
わ
れ
ら
の
（
剃
刀
）
は
、
硬
い
石
の
上
で
油
を
使
っ
て
研
ぐ
。
日
本
人
は
、
柔
か
い
石
の
上
で
、
水
を
使
っ
て
研
ぐ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
目
本
覚
書
、
七
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
ル
シ
ヤ
，
ド

　
○
わ
れ
ら
の
食
器
は
銀
ま
た
は
錫
製
で
あ
る
。
日
本
人
の
は
、
漆
塗
り
の
木
製
で
、
赤
か
、
さ
も
な
く
ば
黒
い
色
を
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
同
、
六
）

　
○
こ
の
王
国
全
体
に
ゆ
き
わ
た
っ
て
い
る
絵
画
に
関
係
す
る
一
っ
の
技
術
が
あ
る
。
そ
れ
は
漆
を
塗
る
技
術
で
あ
る
。
そ
れ
を
わ
れ
わ

れ
が
こ
こ
〔
日
本
〕
で
ウ
ル
シ
ャ
ー
ル
貫
員
胃
と
呼
ん
で
い
る
が
、
こ
れ
は
漆
言
昌
q
と
い
う
語
か
ら
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
漆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ
ー
マ

と
は
あ
る
種
の
樹
か
ら
と
る
樹
脂
の
ワ
ニ
ス
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
樹
は
ま
た
シ
ナ
、
カ
ウ
チ
〔
交
辻
〕
、
カ
ン
ボ
ー
ジ
ャ
、
お
よ
び
シ

ァ
ン
〔
シ
ャ
ム
〕
に
も
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
す
べ
て
の
民
族
の
な
か
で
も
目
本
人
は
こ
の
技
術
に
卓
越
し
て
い
て
、
き
わ
め
て
器
用

な
の
で
、
こ
の
漆
で
い
ろ
い
ろ
な
物
を
作
る
が
、
そ
れ
は
光
り
輝
く
滑
ら
か
な
革
で
で
き
て
い
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
。
こ
の
技
術
は
王

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ー
サ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ
ー
ザ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
つ
わ

国
全
土
に
広
く
ゆ
き
わ
た
っ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
す
べ
て
の
食
器
、
た
と
え
ば
椀
、
食
台
〔
膳
〕
、
そ
の
他
の
器
や
装
飾
具
が
こ
の
漆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ン
デ
ー
ジ
ヤ

で
塗
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
ひ
と
り
だ
け
で
食
事
を
す
る
の
に
使
う
食
台
や
盆
も
そ
う
な
の
で
あ
る
。
こ
の
技
術
は
、
ど
ん
な
水

で
も
、
た
と
え
そ
れ
が
沸
騰
し
て
い
よ
う
と
、
こ
れ
ら
の
器
や
椀
に
注
が
れ
た
場
合
に
も
、
ま
る
で
粕
薬
を
か
け
た
陶
土
で
で
き
て
い
る

か
の
よ
う
に
、
何
ら
損
ず
る
こ
と
の
な
い
も
の
に
作
り
あ
げ
る
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
日
本
教
会
吏
、
二
－
三
）


